
外
付
け
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

プレースホルダ

My Book®

ユーザーマニュアル

My Bookユーザーマニュアル



ii

WDサービスとサポート
万が一本製品に問題が発生した場合は、返品される前に弊社までお問い合わせをお願い致します。
テクニカルサポートに関するご質問の多くは弊社のナレッジベースまたはメールでのサポート
サービス（http://support.wd.com）でお答えすることができます。回答が得られない場合、またご
希望によっては、下記の電話番号にて弊社までお問い合わせください。

お客様の製品には、保証期間中、30日の無料の電話サポートが含まれています。この 30日間は
弊社のテクニカルサポートに最初にお電話された日付から始まります。メールによるサポートは
保証期間中無料です。また、弊社のナレッジベースは年中無休でご利用いただけます。お客様に
に最新の機能とサービスを提供できますよう、http://register.wd.com よりオンライン製品登録
をお願い致します。

オンラインサポートへのアクセス

製品サポートウェブサイト http://support.wd.comへアクセスし、次のトピックから選択してく
ださい。

•   ダウンロード – お使いの WD製品のドライバ、ソフトウェア、および更新をダウンロードす
ることができます。

•   登録 – 最新のアップデートおよび特別な提供を入手されるためにお使いの WD製品を登録し
てください。

•   保証および RMA サービス – 保証、製品交換（RMA）、RMA ステータス、および日付取得情
報を確認することができます。

•   ナレッジベース – キーワード、フレーズ、または回答 IDで検索することができます。
•   インストール – WD 製品やソフトウェアのオンラインインストールヘルプを確認することが
できます。

•   WDコミュニティ – 他のWDユーザーと自分の意見を交換することができます。

WDテクニカルサポートの連絡先

WDテクニカルサポートへのお問い合わせの際には、WD製品のシリアル番号、ご使用のハード
ウェア、および OSのバージョンをお尋ねいたしますのであらかじめご確認ください。 
北米 ヨーロッパ（通信料無料）* 00800 ASK4 WDEU
英語 800.ASK.4WDC (00800 27549338)

(800.275.4932) ヨーロッパ +31 880062100
スペイン 800.832.4778 中東 +31 880062100

アフリカ +31 880062100
メキシコ 001 8002754932 ロシア 8 10 8002 335 5011

南米 アジア太平洋
チリ 1230 020 5871 オーストラリア 1800 42 9861 / +800 2275 4932
コロンビア 009 800 83247788 中国 800 820 6682
ベネズエラ 0800 100 2855 香港 +800 6008 6008
ペルー 0800 54003 インド 1800 419 5591 / 1800 200 5789
ウルグアイ 000 413 598 3787 インドネシア +803 852 9439
アルゼンチン 0800 4440839 日本 00531 65 0442 / 0120 994 120
ブラジル 0800 7704932 韓国 02 703 6550

0021 800 83247788 マレーシア 1800 88 1908 / +800 6008 6008
(Telekom Malaysia)

ニュージーランド 0508 555 639 / +800 2275 4932
フィリピン 1 800 1441 0159
シンガポール 1800 608 6008 / +800 6008 6008 (Singtel)
台湾 0800 666 290 / +800 6008 6008 (Chunghwa)
タイ 001 800 441 0570

*通信料無料番号は以下の国で利用可能です。オーストリア、ベルギー、デンマーク、フランス、ドイツ、アイルラン
ド、イタリア、オランダ、ノウェー、スペイン、スウェーデン、スイス、英国。

http://support.wd.com
http://register.wd.com
http://support.wd.com
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本製品について – 1

本製品について
My Book®デスクトップハードディスクドライブで大切なデータを保存・保護しましょう。
このUSB 3.0ドライブは、最速のデータ転送レートを可能にするために最適化されており、
ファイルを完璧に保護する機能を備えています。WD SmartWare™ Pro自動バックアップソ
フトウェアが、大切なデータを保護します。Acronis® True Image (ATI) WD Edition ソフト
ウェアにより、徹底したシステムバックアップが実現します。ハードウェア暗号化機能お
よびパスワード認証機能で、個人ファイルのプライバシーをきちんと保護します。

この章では、以下のトピックについて説明します。
特徴
パッケージ同梱物
オプションのアクセサリ
OS互換性
ディスクドライブのフォーマット
各部の名称と説明
ユーザー登録
取り扱い上の注意

特徴
My Bookデスクトップストレージで大切なデータを保護。本製品は、超高速 USB 3.0に
対応、パスワード認証機能を搭載。WD SmartWare Pro バックアップソフトウェア、お
よびシステムを丸ごとバックアップする Acronis True Imageソフトウェアを搭載。

超高速な転送レート – My Bookデスクトップストレージは、最速のデータ転送レートを
可能にするために最適化されています。このドライブを SuperSpeed USB 3.0 ポートに
接続すると、ファイルへのアクセスと保存が記録的な速さで行われます。

大容量 – 大切なデータや重要なファイルを保存・保護。最大 4TBの大容量。

自動バックアップソフトウェア – WD SmartWare Pro自動バックアップソフトウェアは、
バックグラウンドで静かに動作し、最小の PCリソースを使用してデータを保護します。
ファルを直ちにバックアップするには、自動継続バックアップを選択します。または、定
期バックアップのオプションを選択すれば、ユーザースケジュールに合わせて思いどお
りにファイルをバックアップできます。

ローカルとクラウドのバックアップ – WD SmartWare Pro ではどちらも選択できます。
My Book ドライブにファイルをバックアップするか、Dropbox™ アカウントを使用して
ファイルをクラウドにバックアップします。（クラウドへのバックアップには、Dropbox
アカウントが必要です。クラウドサービスは、国により、いつでも、変更、終了、また
は中断される場合があります。）

システムレベルのバックアップ – Acronis True Image (ATI) WD Editionは、システムを丸
ごとバックアップ。システムの復元が必要な場合でもすぐに対応可能。

•   ATI WD Editionソフトウェアのダウンロード：http://products.wd.com/wdacronis

•   ATI WD Editionユーザーガイドのダウンロード：
http://products.wd.com/wdacronis/um
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http://products.wd.com/wdacronis
http://products.wd.com/wdacronis/um
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優れたファイルアクセス – WDのWindows® 8の無料アプリにより、My Bookドライブ
に保存した写真、ビデオ、音楽などのライブラリを、Windows 8 コンピューターを使用
して、簡単に見つけ出し、整理し、楽しむことができます。Windows Store から無料で
ダウンロードできます。

USB 3.0と USB 2.0に両対応 – このドライブは最新の USB 3.0デバイスに接続できるだ
けではなく、USB 2.0デバイスとの下位互換性も保証されています。

プライバシーのためのパスワード保護 – お客様のデータはパスワード保護と暗号化を
使って不正アクセスから保護されています。ご安心ください。

あらゆる所にWDの高い品質 – 20年以上に渡り、世界中の数百万人の人がWD製ハード
ディスクドライブにデータを託してきました。当社はお客様のデータの重要性を理解し、
データの安全性に重点を置いていることから、その成功を得ています。

パッケージ同梱物
図 1に示すように、My Bookドライブキットには以下が含まれています。

•   My Book本体（ドライブ内にWD SmartWare Pro、WD Drive Utilities、WD Security
のお空くソフトウェアのインストーラーを搭載）

•   USB 3.0 ケーブル
•   ACアダプタ
•   クイック インストール ガイド

重要：最新のWD製品情報とニュースについては、弊社のウェブサイト
http://www.westerndigital.comをご覧ください。最新のソフトウェア、ファームウェア、お
よび製品ドキュメントと情報については、http://support.wd.com/downloads を参照してく
ださい。

Acronis True Image (ATI) WD Editionのソフトウェアとユーザーガイドのダウンロード
は、以下にアクセス：

•   ATI WD Editionソフトウェアのダウンロード：http://products.wd.com/wdacronis

•   ATI WD Editionユーザーガイドのダウンロード：
http://products.wd.com/wdacronis/um

 図 1  My Bookドライブキットコンポーネント

My Bookドライブ ACアダプタ

クイック インス
トール ガイド

USB3.0ケーブル

http://www.westerndigital.com
http://support.wd.com/downloads
http://products.wd.com/wdacronis
http://products.wd.com/wdacronis/um
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オプションのアクセサリ
WD製品のオプションアクセサリについての詳細は、以下をご覧ください。  

OS互換性
My Book ドライブ、WD Drive Utilities、および WD Security ソフトウェアは、次のオペ
レーティングシステムと互換性があります。

WD SmartWare Proソフトウェアは、次のオペレーティングシステムと互換性があります。

互換性は、ハードウェア構成とオペレーティングシステムにより異なる場合があります。

最高のパフォーマンスと信頼性を得るには、必ず最新のアップデートおよびサービス
パック (SP) をインストールしてください。Windowsコンピューターをご使用の方は、［ス
タート］メニューに進み、［Windows Update］を選択してください。Mac をご使用の
方は、［Apple］メニューに進み、［Software Update］を選択してください。

ディスクドライブのフォーマット
My Bookドライブは、すべての更新済みWindows OSとの互換性を保つために、単一の
NTFSパーティションとしてフォーマットされています。このドライブ Macで使用され
る場合は、「ドライブの再フォーマット」p. 73と「トラブルシューティング」p. 45を参
照してください。

米国 http://www.shopwd.com または http://www.wdstore.com

カナダ http://www.shopwd.ca または http://www.wdstore.ca

ヨーロッパ http://www.shopwd.eu または http://www.wdstore.eu

その他の国 各地域のWDテクニカルサポートにお問い合わせください。テクニカルサポート
の連絡先のリストは、http://support.wd.comにアクセスして、ナレッジベースの
回答 ID 1048でご覧いただけます。

Windows Mac OS X
•   Windows XP

•   Windows Vista®

•   Windows 7

•   Windows 8

•   Leopard

•   Snow Leopard
•   Lion

•   Mountain Lion

Windows
•   Windows XP

•   Windows Vista

•   Windows 7
•   Windows 8

http://shopwd.com
http://wdstore.com
http://shopwd.ca
http://wdstore.ca
http://shopwd.eu
http://wdstore.eu
http://support.wd.com
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各部の名称と説明
My Bookドライブの各部の名称は p. 4の図  2のとおりです。

•   前面の電源 /動作状況 LEDインジケータ
•   背面の電源コネクタ、インターフェースポート、セキュリティスロット

電源 /アクティビティ LED
電源 /動作状況 LEDは、ドライブの電源状態と動作状況を次のように表示します。

USB 3.0インターフェース
USB 3.0は、最大 5Gb/s（規格値） のデータ転送レートをサポートします。USB 3.0 は
USB 2.0 と下位互換性があります。USB 2.0ポートに接続した場合のデータ転送レート
は、最大で 480Mb/s（規格値）です。

Kensington® セキュリティ スロット
ドライブ セキュリティ用に、Kensington セキュリティ スロットには標準 Kensington セ
キュリティ ケーブル（別売り）を使用できます。セキュリティスットの詳細については、
www.kensington.comをご参照ください。

 図 2  My Bookドライブ

LED表示 電源状態および動作状況
常時点灯 アイドル
高速点滅（1秒に約 3回） 動作
ゆっくりと点滅（約 2.5秒おき） システムスタンバイ

電源 /アクティビ
ティ LED

セキュリティ 
スロット

USB3.0

電源ポート

http://www.kensington.com
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ユーザー登録
お客様の My Book ドライブをご登録ください。ご登録いただいたお客様には、最新の
アップデート情報および特別価格販売などをご案内いたします。ご使用のドライブは、
WD Drive Utilities ソフトウェアを使用して簡単にご登録いただけます。また、操作手順
は「ドライブのユーザー登録」p. 61に記載されています。http://register.wd.comからオン
ラインでご登録することもできます。

取り扱い上の注意
WD 製品は精密機械なので、開梱時およびインストールの際は丁寧にお取り扱いくださ
い。乱暴な取り扱い、ショックあるいは振動を与えると、本品が損傷することがありま
す。外付けストレージ製品の開梱や使用の際には、次の注意事項を守ってください。

•   ドライブを落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
•   動作中のドライブを動かさないでください。
•   本製品をポータブルドライブとして使用しないでください。
•   十分な通気を確保するために、ドライブのケースの通気孔を塞がないでください。

http://register.wd.com
https://register.wd.com
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ドライブの接続と使用開始
この章では、ドライブを接続し、WDドライブユーティリティ、WDセキュリティ、お
よびWD SmartWareソフトウェアをご使用のコンピュータにインストールする手順につ
いて説明します。この章では以下のトピックについて説明します。
ドライブの接続
WDソフトウェアを使い始める

ドライブの接続
1.  地域によっては、必要な場合、次のように電源アダプタを変更します。

2.   コンピュータの電源を入れます。
3.   図 3に示すように、My Bookドライブを接続します。

 図 3  My Bookドライブの接続
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4.   ［新しいハードウェアの検出］画面が表示された場合は、［キャンセル］をクリックし
て画面を閉じます。WDソフトウェアによりドライブに適したドライバが自動的にイ
ンストールされます。

5.   ドライブがコンピューターのファイル管理ユーティリティのリストに表示されてい
ることを確認します。

これで、My Bookドライブを外付けストレージデバイスとして使用する準備ができまし
た。ドライブ上にある WD ソフトウェアをインストールするとで、機能をより向上させ
ることができます。

•   WDドライブユーティリティ
•   WDセキュリティ
•   WD SmartWare

WDソフトウェアを使い始める
1.  コンピュータのファイル管理ユーティリティのドライブのリストに表示される

WD Apps Setup ファイルをダブルクリックして、WD ソフトウェアセットアプウィ
ザードを開始します。

2.   ［次へ］ボタンをクリックして使用許諾契約を表示します。

3.   使用許諾契約を読み、［使用許諾契約に同意します］チェックボックスをオンにして、
［次へ］ボタンを使用可能にします。

4.   ［次へ］ボタンをクリックして［カスタムセットアップ］ダイアログを表示します。
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5.   ［カスタムセットアップ］ダイアログの操作：

a. アプリケーション名を選択して、アプリケーションの説明を確認します。

• WDドライブユーティリティ

• WDセキュリティ

• WD SmartWare

b. アプリケーションを何もインストールしない場合は、すべてのチェックボックス
をオフにします。

c. 以下のインストールオプションを何も設定しない場合は、すべてのチェックボッ
クスをオフにします。

• デスクトップにショートカットを作成する
• アプリケーションを起動する

d.［次へ］ボタンをクリックして、選択したアプリケーションおよびインストールオ
プションのインストールを開始します。

6.   インストールの完了を待ちます。

7.   インストール完了後、［完了］をクリックしてWD Apps Setupウィザードを終了します。
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8.   選択に応じて、以下のようになります：

• WDドライブユーティリティと［インストール後にアプリケーションを起動する］
オプションのインストールの場合、［WD ドライブユーティリティ画面（p. 9 の
図  4および「ドライブの管理とカスタマイズ」p. 59を参照）が表示されます。

• WDセキュリティと［インストール後にアプリケーションを起動する］オプショ
ンのインストールの場合、［WDセキュリティ］画面（p. 10の図  5および「ドラ
イブのロックとロックの解除」p. 52を参照）が表示されます。

• WD SmartWare ソフトウェアをインストールすると、［WD SmartWare Pro への
アップグレード］画面が表示されます。ここで無料ソフトウェアのアップグレー
ドのアクティベーションを行うことができます（p. 10の図  6を参照し、ステップ
9に進みます）。 

 図 4  ［WDドライブユーティリティ］画面
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 図 5  ［WDセキュリティ］画面

 図 6  ［WD SmartWare Proへのアップグレード］画面
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9.   WD SmartWare Proソフトウェアにアップグレートすることにより、WD以外のドラ
イブ、サポートされていない WDドライブ、および Dropboxアカウントへのデータ
バックアップが可能になります。無料アップグレードのアクティベーションを行うこ
とにより、 WD SmartWare Proソフトウェアがコンピューターにインストールされま
す。また、他の 2台のコンピューターにインストールするためのアクティベーション
コードが電子メールで送信されます。

a. ［名］ボックスに名前を入力します。
b.［姓］ボックスに名字を入力します。
c. ［メールアドレス］ボックスにメールアドレスを入力します。
d.［アクティベーション］をクリックしてアップグレードを完了し、アクティベー
ション結果メッセージを表示します。

e. ［OK］をクリックして、［バックアップ元とバックアップ先の選択］画面を表示し
ます。

ご注意：  この時点でWD SmartWare Proソフトウェアはインストールされていま
す。ここで初期バックアップのためのセットアップ手順をスキップする
場合は、［バックアップ元とバックアップ先の選択］画面の右上隅にある
X（閉じる）ウィンドウアイコンをクリックします。それ以外はステッ
プ 10に進みます。
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10.［バックアップ元とバックアップ先の選択］画面の［バックアップ元］領域で、バッ
クアップ対象のファイルがあるデバイスを選択します。

a. バックアップ元セレクターを使用して、パソコンの内蔵ドライブブまたは
Dropboxフォルダのどちらのファイルをバックアップするかを指定します。

• 初期設定では、パソコンの内蔵ドライブをバックアップするように設定され
ています。

• Dropboxオプションを選択すると、［Dropboxログインが必要］ダイアログが
表示されます。以下の画面上で、WD SmartWare Proがお客様の Dropboxア
カウントにアクセスするように設定します。

Dropbox フォルダをバックアップするには、WD SmartWare Pro が当該
Dropbox アカウントにアクセスできるよう、あらかじめ Dropbox アカウン
トを設定する必要があります。Dropbox の設定に関する詳細については、
p. 70 「DropBoxアカウントの設定」をご覧ください。

• Dropboxアカウントを設定後、以下の Dropboxアイコンは、バックアップ元
のデータが Dropboxフォルダであることを示しています。

b. 選択したドライブに複数の内蔵ドライブまたはパーティションが含まれる場合、
選択ボックスを使用してバックアップを行うドライブまたはパーティションを
一つ選択します。
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11.［バックアップ元とバックアップ先の選択］画面の［バックアップ先］領域で、以下
の操作を行います。

a. データのバックアップ先として複数のドライブが接続されている場合、バック
アップデータの保存先とするドライブを一つ選択します。

b. 選択されたドライブは、背景が明るい青色でハイライト表示されます。

c. バックアップデータの保存先として Dropbox を選択する場合、[Dropbox ログイ
ンが必要 ]画面から、Dropboxアカウントを設定します。

Dropbox の設定に関する詳細については、p. 70 「DropBox アカウントの設定」
をご覧ください。

d. バックアップ先として選択したドライブに複数のパーティションが含まれる場
合、以下のデバイスセレクターから、任意のパーティションを選択します。
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12.［バックアップ元とバックアップ先の選択］画面の［次へ］ボタンをクリックして、
［バックアッププランの選択］画面を表示します。

13.  [バックアッププランの選択 ] 画面で、以下の操作を行います。

a. 実行するバックアップの種類を、次のオプションから選択します。

• カテゴリバックアップ – バックアップ元デバイス上の選択されたカテゴリの
ファイルをすべて見つけてバックアップします。

• ファイルバックアップ – バックアップ元デバイスのフォルダービューから選
択した特定の個々のファイルあるいはフォルダーをバックアップします。

b. ［次へ］ボタンをクリックして、初回の［バックアップ頻度の選択］画面を表示します。
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14.初期の［バックアップ頻度の選択］画面で、次の作業を行います。

a. 時間を決めてバックアップソースデバイスをスキャンするオプションか、既存の
ファイルが変更された場合または新しいファイルが追加された場に自動的にバッ
クアップを実行するオプションを選択します。

• 連続バックアップ – 常時バックアップが実行されます。

• 定期バックアップ – 指定された頻度でバックアップを実行します。

b.［定期バックアップ］オプションを選択した場合、［毎時］、［毎日］、または［毎
月］のオプションを選択し、チェックボックスと選択ボックスを使用してバック
アップをスケジュールします。

c. ［次へ］ボタンをクリックして、初回バックアップ画面を表示します。初期の［バッ
クアップ］画面に表示される内容は、p. 14のステップ 13で選択したバックアッ
プの種類により異なります。（p. 17の図  7を参照してください。）

15.初回の［バックアップ］画面で以下の操作を実行します

• 最初のバックアップを実行 – ［バックアップを有効にする］をクリックする前に、
「ファイルのバックアップ」p. 35を参照してください。

• ［バックアップをスキップ］をクリックして、バックアップをスキップします。

選択 . . . バックアップの実行 . . .

毎時 1時間おきに毎時
毎日 選択した曜日での選択した時刻

a.［曜日］チェックボックスを選択または選択を解除して、
バックアップを実行する曜日を指定します。

b.［時刻］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る時刻を指定します。

毎月 選択した月日での選択した時刻
a. ［毎月日］選択ボックスを使用して、バックアップを実行
する月日（1日目、2日目、3日目、4日目、最終日など）
を指定します。

b.［曜日］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る曜日を指定します。

c. ［時刻］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る時刻を指定します。
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16.［OK］をクリックして、バックアッププランの設定完了メッセージを閉じます。
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 図 7  初回の［バックアップ］画面

初回のバックアップ画面（ファイルバックアップの場合）

初回のバックアップ画面（カテゴリのバックアップの場合）

ご注意：  初回のバックアップ画面
は、1 回のみの表示です –
WD SmartWareソフトウ
ェ ア を ご 使 用 の コ ン
ピュータにインストール
した場合その後は、ソフト
ウェアを起動すると［ホー
ム］画面が表示され、処理
を選択するとができます。
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WD SmartWareソフトウェア機能 概要
この章では、WD SmartWare ソフトウェアの機能の概要を説明します。この章では以下のトピッ
クについて説明します。

［ホーム］タブ画面
［バックアップ］タブ画面
［復元］タブ画面
［設定］画面
［ヘルプ］タブ画面

WD SmartWare ソフトウェアのすべての特徴と機能は、5 つのタブの選択により表示される次の
いずれかの画面で使用できます。

画面 . . .タブ画面 機能 . . .

ホーム デバイスアイコンとコンテンツゲージが表示されます。ここには、選
択したバックアップ元デバイスと使用できる各バックアップ先デバ
イスの総量とカテゴリ構成が示されます。

選択したバックアップ元デバイスに、内蔵ハードディスクドライブ
かハードディスクドライブパーティションが複数ある場合、または、
使用できバックアップ先デバイスに、パーティションかネットワー
ク共有が複数ある場合、WD SmartWare ソフトウェアはセレクター
ボックスを表示します。のボックスを使用することで、いずれかを
指定することができます。

「［ホーム］タブ画面」p. 19を参照してください。

バックアップ 選択するバックアップモードに応じて、次 2 つのバックアップダイ
アログのいずれかが表示されます。

• カテゴリごとのダイアログには、コンテンツゲージが表示されま
す。ここには、選択したバックアップ元デバイスとバックアップ
先デバイスの総量とカテゴリ構成が示されます。

• ファイルごとのダイアログには、選択したバックアップ元デバイ
スのフォルダー一覧が表示されます。一覧を使用して、バック
アップするファイとフォルダーを選択します。

「［バックアップ］タブ画面」p. 27を参照してください。

復元 次を選択する 3つの全画面ダイアログが表示されます。

• ファイルの復元元とするバックアップ済みボリューム

• 復元したファイルをコピーする復元先の場所

• 復元するファイル

「［復元］タブ画面」p. 30を参照してください。

（続く）

13
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ご注意：詳細な［ヘルプ］画面の情報に加えて、各WD SmartWare画面から簡潔なオンラインヘ
ルプに簡単にアクセスでき、バックアップ、復元および設定タスクに役立てるこ
とができます。操作で確信が持てない場合は、表示の右上隅にある情報 /オンライ
ンヘルプアイコンをクリックしてみてください。

オンラインヘルプを確認後、情報 /オンラインヘルプ画面を閉じる場合は、画面の
右上隅にある Xアイコンをクリックします。

［ホーム］タブ画面
［ホーム］タブ画面を使用して、デバイスのコンテンツゲージを表示し、次を選択します。

•    バックアップ元デバイスまたはドライブパーティション（ここにバックアップす
るファイルが格納されている）

•    ファイルのバックアップ先またはファイルの復元元となるターゲットデバイスま
たはデバイスパーティション /ネットワーク共有

［ホーム］タブ画面の機能概要については、p. 20の図  8および 21 ページの「表  1」を参照して
ください。 

設定 次の操作を行うためのボタンが表示されます。

• ファイルごとに保持するバックアップバージョンの数を指定する

• 復元したファイルを保存するフォルダとして、異なるフォルダを
指定する

• WD SmartWareのアップデートを自動的に確認する

• WD SmartWare Proソフトウェアからアクセスするリモート
Dropboxフォルダを設定する

「［設定］画面」p. 32を参照してください。

ヘルプ 次に簡単にアクセスできます。

• ファイルのバックアップと復元、およびソフトウェア設定に関す
る詳細情報

• WDカスタマーサポートおよびソフトウェアアップデートサー
ビス

「［ヘルプ］タブ画面」p. 33を参照してください。

各表示で、WD SmartWareは接続されているデバイスのハードウェア構成に応じて名称およびグ
ラフィック画像が変更されます。

画面 . . .タブ画面 機能 . . .
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図 8  ［ホーム］タブ画面

バックアップソース
コンテンツゲージ

バックアップターゲット
コンテンツゲージ

バックアップ
ソースデバイス
選択ボックス

コンピューター
アイコン

バックアップターゲッ
トデバイスアイコン

バックアップ
元セレクター
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 表 1  ［ホーム］タブ画面の機能の説明

表示項目 説明
アクティベーションコー
ド必須アイコン

（p. 20の図  8には表示されていません。）

デバイスが、WD製以外のデバイスかサポート対象外のWD製デバ
イスであることを示します。このデバイスにアクセスするには、有
効なアクティベーションコードとWD SmartWare Proソフトウェア
へのアップグレードが必要です。

バックアップ元 Dropbox
アイコン

（p. 20の図  8には表示されていません。）

バックアップ処理に Dropbox オプションを選択していることを示
します。

このアイコンを右クリックし、［アカウントの選択］を選択すると、
WD SmartWare Pro ソフトウェアがアクセスする Dropbox アカウ
ントを設定するための、［Dropbox ログインが必要］ダイアログが
表示されます。

バ ッ ク ア ッ プ 元 コ ン
ピューターアイコン

バックアップ処理にコンピューターオプションを選択しているこ
とを示します。選択したドライブまたはドライブパーティションの
名前が表示さます。

このアイコンを右クリックして表示されるメニューには、次のオプ
ションがあります。

• 開く – コンピューターのファイル管理ユーティリティのリ
ストが表示されます。

• プロパティ – 選択されたドライブまたはドライブパーティ
ションのための Windows の［システムのプロパティ］ダイ
アログが表示されます。

（続く）
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バックアップ元コンテン
ツゲージ

選択したバックアップ元デバイスのコンテンツゲージには、次の 6
種類のカテゴリタイプのバックアップで対象となるすべてのファ
イルが、青色の背景で表示されます。

ファイルのカテゴリ ファイル拡張子

ドキュメント .doc、.txt、.htm、.html、.ppt、.xls、.xml、
などのドキュメントの拡張子

メール .mail、.msg、.pst、などのメールの拡張子

音楽 .mp3、.wav、.wma、などの音楽の拡張子

ムービー .avi、.mov、.mp4、などのムービーの拡張子

写真 .gif、.jpg、.png、などの写真の拡張子

その他 主要な 5種類のカテゴリに属さないその他
のファイル

対象となるすべてのファイル拡張子の一覧については、
http://support.wd.comで、WDナレッジベースの回答 ID 3644を検
索してください。

メモ：

• 暗い灰色の背景で表示されるシステムカテゴリは、カテゴリタ
イプのバックアップの対象にならない次のオペレーティング
システムファイルです。システムファイル、プログラムファル、
アプリケーション、.tmp ファイルや .log ファイルなどの作業
ファイル、および Tempフォルダーに保存されているすべての
ファイルです。

ファイルバックアップを実行するとき、［システム］カテゴリ
の名前が［除外］に変更されます。［除外］カテゴリには、ファ
イルバックアップに含まれなかったすべてのファイルが含ま
れます。

• 暗い灰色の背景で表示される［復元］カテゴリには、以前の
バックアップから復元されたファイルが含まれます。これら
のファイルは、カテゴリタイプのバックアップにも適用され
まん。

• バックアップターゲットデバイスに対するコンテンツ ゲージ
の [ 追加ファイル ] にはデバイスをインストールしたときにオ
ペレーティング システが配置したシステム ファイルと隠され
たファイルが示されます。

• Outlookの .pstファイルは頻繁に変更されるため、このファイ
ルが連続バックアップでバックアップされるのは、24時間に一
度のみです。この例外は、他のメールアプリケーションファイ
ルには適用されません。定期バックアップでは、Outlookの .pst
ファイルは予定どおりにバックアップされます。

• ポインターを［カテゴリ］の上に移動すると、カテゴリ内の
ファイルの数が表示されます。

（続く）

 表 1  ［ホーム］タブ画面の機能の説明 （続く）

表示項目 説明

http://support.wd.com
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バックアップ元デバイス
セレクター

コンピューターオプションが選択されている場合、バックアップ元
デバイスとして使用できる、コンピューターの内蔵ハードディスク
ドライブ、ードディスクドライブパーティション、直接接続ドライ
ブのすべてが、一覧表示されます。

バックアップ元セレク
ター

バックアップ元デバイスの種類を選択する次のオプションを表示
します。

• コンピューターオプションを選択すると、コンピューターアイ
コンが表示され、コンピューターの内蔵ハードディスクドライ
ブ、ハードディスクライブパーティション、直接接続ドライブ
のすべてが、デバイスセレクターに一覧表示されます。

• Dropboxオプションを選択した場合、Dropboxアイコンが表示
され、デバイス選択ボックスは非表示になります。

バックアップ先コンテン
ツゲージ

WD SmartWareソフトウェアをインストールした後では、デバイス
に初回のバックアップやファイルのコピーを行わなくても、バック
アップ先のコンテンツゲーでは、［その他のファイル］カテゴリに
少量のファイルのみが表示されます。これらは、デバイスを取り付
けた際にコンピューターのオペレーィングシステムが格納したシ
ステムファイルや隠しファイルです。

デバイスにバックアップやファイルのコピーを行った後では、バッ
クアップ先のコンテンツゲージには、次が表示されます。

• バックアップ元デバイスのコンテンツゲージと同じカテゴリ
にバックアップされたすべてのファイル（「バックアップ元コ
ンテンツゲージ」p. 22を参照してください）

• ［その他のファイル］カテゴリでデバイスにコピーまたは保存
したその他のファイル

バックアップ先デバイス
アイコン

コンピューターに接続されたバックアップ先デバイスの名前を表
示します。

コンピューターにサポート対象のデバイスを複数接続している場
合、バックアップ機能と復元機能に使用するいずれかのデバイスを
左クリックしす。WD SmartWareソフトウェアは、選択したデバイ
スを明るい青色の背景でハイライト表示します。

（続く）

 表 1  ［ホーム］タブ画面の機能の説明 （続く）

表示項目 説明

選択したデ
バイス
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バックアップ先デバイス
アイコン（続く）

直接接続ドライブアイコンを右クリックして表示されるメニュー
には、次のオプションがあります。

• 開く – コンピューターのファイル管理ユーティリティにデバ
イスリストを表示します。

• プロパティ – Windows の［ドライブプロパティ］ダイアログ
を表示します。

• 安全な取り外し – ドライブを取り外すための準備が行われます。

ご注意：WD 製以外のドライブには、［安全な削除］オプションは
使用できません。

ネットワーク接続デバイスアイコンを右クリックして表示される
メニューには、次のオプションがあります。

• 開く – コンピューターのファイル管理ユーティリティのデバ
イスリストが表示されます。

• ダッシュボード – デバイス設定のための Web インターフェー
スを表示します。

• マップ – Windowsの［ネットワークドライブのマッピング］ダ
イアログを表示します。

• ショートカットの作成 – デバイスへのショートカットをデス
クトップ画面に追加します。

• 警告 – WD SmartWareの WDアラートレポートを表示します。
• プロパティ – デバイスの詳細およびトラブルシューティング
情報を表示します。

Dropboxフォルダアイコンを右クリックすると、［Dropboxログイ
ンが必要］ダイアログへのリンクが表示されます。このダイアログ
では、WD SmartWare Pro フトウェアによるアクセスのための
Dropboxアカウントを設定します。

（続く）

 表 1  ［ホーム］タブ画面の機能の説明 （続く）

表示項目 説明
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バックアップターゲット
デバイス選択ボックス

（p. 20の図  8には表示されていません。）

サポート対象のバックアップ先デバイスにドライブパーティショ
ンまたはネットワーク共有が複数ある場合、そのデバイスの各アイ
コンの下にバクアップ先デバイスセレクターが表示されます。ここ
で選択するドライブパーティションまたはネットワーク共有は、そ
の後のバックアップ処ではバックアップ先に、復元処理ではバック
アップ元になります。

デバイス表示スクロール
ポインター

p. 20の図  8には表示されていません：

1つのWD SmartWareのインストールで、システムが処理できる最
大数の外付けデバイスに対応します。接続されているデバイス数の
すべてを表示できない場合、WD SmartWareソフトウェアの左右に
あるデバイス表示スクロールポインタを使って、すべてのデバイス
を確認することができます。

デバイスロックアイコン （p. 20の図  8には表示されていません。）

デバイスがパスワードで保護され、ロックされていることを示します。

無料お試しカウントダウ
ンアイコン

（p. 20の図  8には表示されていません。）

WD SmartWare Pro ソフトウェアの 30 日間無料アップグレードお
試し版により、WD製以外のデバイス、サポート対象外のデバイス、
リモートの Dropboxフォルーにアクセス中であることを示します。

（続く）

 表 1  ［ホーム］タブ画面の機能の説明 （続く）

表示項目 説明

スクロールポインター
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ログイン必須アイコン （p. 20の図  8には表示されていません。）

セキュリティ保護されたネットワーク接続ストレージデバイスに
アクセスするには有効なログインユーザー名とパスワードが必要
であることを示ます。

書き込み可能パーティ
ションなしアイコン

（p. 20の図  8には表示されていません。）

WD SmartWareソフトウェアが、有効なボリュームや共有をデバイ
スで見つけられない場合に表示されます。WD SmartWareのバック
アップ機能と復元機能で用するデバイスを選択するには、そのデバ
イスを事前に設定しておく必要があります。

 表 1  ［ホーム］タブ画面の機能の説明 （続く）

表示項目 説明
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［バックアップ］タブ画面
WD SmartWareソフトウェアは、バックアップするファイルの方法に応じて、2種類の［バック
アップ］画面表示のいずれか 1つを表示します。

•    カテゴリ別 – コンテンツゲージの表示内容と同様
•    ファイル別 – コンピュータの内蔵ドライブのフォルダ構成と同様

WD SmartWareの［バックアップ］画面でバックアップおよびバックアップ操作を管理したいファ
イルまたはファイルのカテゴリの選択を行います。

［バックアップ］タブ画面の機能概要については、下記の図 9および 28 ページの「表  2」を参照
してください。 

図 9  ［バックアップ］画面

カテゴリ別バックアップ画面 ファイル別バックアップ画面

バックアップソースコンテンツゲージ バックアップターゲット
コンテンツゲージ

カテゴリ /ファイル
バックアップトグル

ボタン

バックアップ詳細表示領域

［バックアップ頻度の
設定］ボタン

バックアップの有効化 /無効
化トグルボタン
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 表 2  ［バックアップ］タブ画面の機能の説明

表示項目 説明
バックアップ詳細表示
領域

WD SmartWareソフトウェアの初期 /デフォルト設定では、カテゴ
リモードで、ファイルのすべてのカテゴリをバックアップします。
この設定では、バックアップ詳細表示領域はブランクです。

［詳細表示］をクリックすると、バックアップファイルの選択ボッ
クスが表示され、バックアップするファイルのカテゴリが指定でき
ます。

バックアップファイルの選択ボックスで［変更を適用する］をク
リックすると、カスタムバックアッププランが作成され、コンテン
ツゲージが更新されます。

［ファイルバックアップに切り替える］をクリックすると、フォル
ダー構成が表示され、バックアップするファイルまたはフォルダー
を個々に指定できます。

ご注意：［バックアップ］タブ画面では、バックアップ元デバイス
のコンテンツゲージが、フォルダー構成の表示に置き換
わります。

（続く）
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バックアップ詳細表示領
域（続く）

WD SmartWareソフトウェアの初期 /デフォルト設定では、ファイ
ルモードで、どのファイル /フォルダーもバックアップ対象として
選択されていません。バックアップするファイルまたはフォルダー
を選択したら、次の作業を行います。

• ［変更を適用する］をクリックして、直近の選択を使用してカ
スタムバックアッププランを作成します。

• ［元に戻す］をクリックして、直近の選択を解除し、以前に適
用した設定を再表示します。

バックアップ予定通知ボ
タン

（p. 27の図  9には表示されていません。）

定期バックアップの場合、このボタンをクリックすると次の内容の
ステータスダイアログが表示されます。

• 次回の定期バックアップの日付と時刻、行われなかった可能性
のある直近のバックアップ、完了した直近のバックアップが示
されます。

• スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行するため
の［今すぐバックアップ］ボタンが提供されます。

バックアップ元コンテン
ツゲージ

［ホーム］画面に表示されるバックアップソースデバイスのコンテ
ンツゲージと同様（「バックアップ元コンテンツゲージ」p. 22を参
照してください。）

バックアップ先コンテン
ツゲージ

［ホーム］画面に表示されるバックアップターゲットデバイスのコ
ンテンツゲージと同様（「バックアップ先コンテンツゲージ」p. 23
を参照してください。）

カテゴリ /ファイルバック
アップトグルボタン

カテゴリバックアップとファイルバックアップのモードを切り替
えます。

• カテゴリモード – コンテンツゲージに示されるカテゴリに従
い、ファイルをバックアップします。
バックアップモードがカテゴリの場合、ボタン名は［ファイル
バックアップに切り替える］になります。

• ファイルモード – 選択したバックアップ元ドライブのフォル
ダー構成に従い、ファイルをバックアップします。
バックアップモードがファイルの場合、ボタン名は［カテゴリ
バックアップに切り替える］になります。

バックアップの有効化 /無
効化トグルボタン

バックアップを開始および停止します。

［バックアップ頻度の設
定］ボタン

［バックアップ頻度の設定］ダイアログを開いて、連続バックアッ
プまたは定期バックアップのいずれかを選択します。連続バック
アップは絶え実行されます。定期バックアップは、指定した日付と
時刻でのみ実行されます。

 表 2  ［バックアップ］タブ画面の機能の説明 （続く）

表示項目 説明
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［復元］タブ画面
WD SmartWareソフトウェアの［復元］画面では、お客様が手順を確認しながらバックアップファ
イルの検出処理および選択したバックアップソースデバイスへコピー処理が行えます。

•    復元元バックアップボリュームの選択
•    ファイルの復元先の選択
•    選択したバックアップターゲットデバイスから復元するファイルの選択

［復元］タブ画面の機能概要については、下記の図 10および 31 ページの「表  3」を参照してく
ださい。  

図 10  ［復元］タブ画面

復元元ボリュームの選択画面

ファイルの復元先の選択画面

復元するコンテンツの選択画面

バックアップボリューム選択ボックス

復元先オプションボタン

復元フォルダーボックスの変更
および検索ボタン

復元ファイルオプションボタン

一部のファイルの復元選択ボックス

［復元の開始 /キャンセル］トグルボタン
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 表 3  ［復元］タブ画面の機能の説明

表示項目 説明
バックアップボリューム
選択ボックス

選択したバックアップ先デバイスでファイルの復元元になり得る
バックアップ済みボリュームを一覧表示します。

［次へ］をクリックして復元処理を引き続き行えるようにするには、
バックアップボリュームを事前に選択する必要があります。

復元フォルダーボックス
の変更および検索ボタン

デフォルトでは、WD SmartWare ソフトウェアは、ユーザー名の
［マイドキュメント］フォルダーに［復元したコンテンツ］という
名前のフォルダーを作成し、使用します。別のォルダーを指定する
場合は、参照機能を使用し、［適用］をクリックします。

復元先オプションボタン 選択したバックアップターゲットデバイスから復元したファイル
のコピー先を指定します。

• ［元の場所］は復元されたファイルをバックアップされた元の
同じ場所にコピーします。

• ［復元したコンテンツ］は復元したすべてのファイルを単一の
フォルダにコピーします。

復元ファイルオプション
ボタン

デフォルトでは、［一部のファイルの復元］オプションが選択されて
おり、WD SmartWareソフトウェアは［一部のファイルの復元］選
択ボックスを表示します。このボックスを使用すれば、選択したファ
イルまたはフォルダーのみを見け出し、復元することができます。

［すべてのファイルを復元］オプションを選択すると、[一部のファ
イルを復元 ] 選択ボックスが閉じられ、WD SmartWare ソフトウェ
アは選択したバックアップターゲットデバイスの選択したバック
アップ ボリュームからすべてのファイルを復元します。

［一部のファイルを復元］
選択ボックス

選択したバックアップ済みボリュームからのすべてのファイルを
フォルダー構成で表示します。ここには、ファイルまたはフォル
ダーを個々に選するチェックボックスが表示されます。

復元の開始 /キャンセルト
グルボタン

復元の開始およびキャンセルを行って、復元操作を制御します。
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［設定］画面
［設定］画面の機能概要については、図 11および表  4を参照してください。 

図 11  ［設定］画面

 表 4  ［設定］タブ画面の機能の説明

表示項目 説明
［Dropbox アカウント］
ボタン

［Dropboxアカウント］ダイアログを表示して、WD SmartWare Pro
ソフトウェアがアクセスするリモートの Dropbox フォルダーを設
定します。

［ファイルの履歴］ボタン ［ファイルの履歴設定］ダイアログを表示して、ファイルごとに保
持しておくバックアップバージョンの数を指定します。

［復元フォルダ］ボタン ［復元フォルダーの設定］ダイアログを表示して、ファイルの別の
復元先フォルダーを指定します。

［ソフトウェアの更新］
ボタン

［ソフトウェアの更新］ダイアログを表示して、ソフトウェアの更
新を自動的にチェックするオプションを有効 /無効にします。
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［ヘルプ］タブ画面
WD SmartWare の［ヘルプ］画面を使うと、ラーニングセンターのトピックやオンラインサポー
トサービスへのリンクを簡単に利用できます。

［ヘルプ］画面の機能概要については、図 12および表  5を参照してください。 

図 12  ［ヘルプ］タブ画面

 表 5  ［ヘルプ］タブ画面の機能の説明

表示項目 説明
お問い合わせ先リンク Webブラウザーを使用して、WDのサービスとサポートのお問い合

わせ先ページ（http://support.wd.com/contact）に接続します。

［ラーニングセンタート
ピック］ボタン

ラーニングセンターの次のような主なヘルプトピックを表示する
ためのリンクがあります。

• 概要
• バックアップ
• 復元
• 管理およびカスタマイズ

オンラインユーザーマ
ニュアルリンク

ブラウザを使用して以下の URL にアクセスし、WD SmartWare マ
ニュアルを参照することができます

http//www.wd.com/wdproducts/wdsmartware/um.asp。

ここで、WDデイバスのオンラインユーザーマニュアルを選択して
表示することができます。

（続く）

［ラーニング
センタート
ピック］
ボタン

サポートリンク

お問い合わせ先リンク

オンラインユーザー
マニュアルリンク

WDストアリンク

http://support.wd.com/contact
http//www.wd.com/wdproducts/wdsmartware/um.asp
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サポートリンク Web ブラウザーを使用して、WD のサービスとサポートのホーム
ページ（http://support.wd.com）に接続します。

WDストアリンク Web ブラウザーを使用して、次の WD のオンラインストアに接続
します。

http://store.westerndigital.com/store/wdus。

 表 5  ［ヘルプ］タブ画面の機能の説明 （続く）

表示項目 説明

http://support.wd.com
http://store.westerndigital.com/store/wdus
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ファイルのバックアップ
この章では、次のトピックについて説明します。
バックアップ機能のしくみ
ファイルのバックアップ

バックアップ機能のしくみ
WD SmartWareソフトウェアはすべての大事なファイル（音楽、映画、写真、文書、メー
ル、およびその他のファイル）を選択したバックアップ先デバイスに自動的にバックアッ
プします。連続バックアップにより、選択したバックアップ元デバイスでファイルを追
加や変更するたびに、複製コピーを直ちに作成します。定期バックップは、選択した日
付や時刻で実行されます。

［バックアップの有効化］ボタンをクリックすると、WD SmartWareソフトウェアは、選
択したバックアップ元デバイスでさまざまな種類のファイルを分類し、これらすべてを
選択したバックアップ先デバイスにバックアップします。またユーザーは、バックアッ
プる特定のファイル、フォルダー、またはファイルのカテゴリを選択することができます。

バックアップを実行すると、WD SmartWare ソフトウェアは次のファイルをバックアッ
プして、保護します。

•   選択したバックアップ元デバイスで作成、またはコピーされる新しいファイル
•   変更される既存のファイル

この保護は、バックアップ元とバックアップ先のデバイスをコンピューターに接続した
ままの状態でWD SmartWareソフトウェアが自動的に行います。ユーザーは何もする必
要はありません。

ご注意：  バックアップ保護は、バックアップ元とバックアップ先のデバイスがコン
ピューターに接続されている限り、自動的に行われます。したがって、いずれ
かのデバイスの接続を解除して再接続するたびに、WD SmartWare ソフトウェ
アはバックアップ元デバイスを再スキャンして新しいファイルや変更された
ファイルを見つけ出し、自動的なバックアップ保護を再開ます。

ファイルのバックアップ
1.  ［ホーム］画面の［バックアップ元］領域で、バックアップするファイルがあるデバ
イスを選択します。
a. バックアップ元セレクターを使用して、ローカルのハードディスクドライブまた
はリモートのDropboxフォルダーのどちらからファイルをバックアップするかを
指定します。

1
4
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• デフォルトでは、コンピューターオプションが選択され、コンピューターの
アイコンにより、バックアップ元デバイスは、内蔵ハードディスクドイブ、ド
ライブパーティション、または直接接続されたローカルの外付けハードディ
スクドライブのいずれかであることが示されます。

• Dropbox オプションを選択すると、Dropbox アイコンが表示されバックアッ
プ元が Dropboxフォルダであることを示します。

b. バックアップ元とするドライブに複数のドライブまたはパーティションが含まれ
る場合、デバイス選択ボックスからバックアップ対象とするボリュームを選択し
ます。

2. ［ホーム］画面の［バックアップ先］領域で、次の作業を行います。
a. コンピュータに複数のバックアップターゲットデバイスを接続している場合は、
バックアップ対象にする 1つのターゲットを選択します。

b. 選択されたデバイスは背景が明るい青色でハイライトされます。

c. 選択したバックアップ先デバイスに、ドライブパーティションまたはネットワー
ク共有が複数ある場合、デバイスアイコンの下にあるバックアップ先デバイスセ
レクターを使用して、いずれかを選択します。

3. ［バックアップ］タブをクリックして、［バックアップ］画面を表示します（p. 27 の
図 9を参照）。

選択したデ
バイス
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4. WD SmartWareソフトウェアの初期 /デフォルト設定では、連続バックアップに設定
されています。スケジュールバックアップを設定する場合は、［バックアップ頻度の
設定］をクリックして［バックアップ頻度の設定］ダイアログを表示します。

5. [バックアップ頻度 ] ダイアログで、以下の操作を行います。
a. ［スケジュールバックアップ］オプションを選択します。
b. ［毎時］、［毎日］、または［毎月］のオプションを選択し、チェックボックスと選
択ボックスを使用してバックアップをスケジュールします。

c. [OK] をクリックして、スケジュールを保存し、［バックアップ頻度の設定］ダイ
アログを閉じます。

選択 . . . バックアップの実行 . . .

毎時 1時間おきに毎時
毎日 選択した曜日での選択した時刻

a. ［曜日］チェックボックスを選択または選択を解除して、
バックアップを実行する曜日を指定します。

b. ［時刻］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る時刻を指定します。

毎月 選択した月日での選択した時刻
a. ［毎月日］選択ボックスを使用して、バックアップを実行
する月日（1日目、2日目、3日目、4日目、最終日など）
を指定します。

b. ［曜日］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る曜日を指定します。

c. ［時刻］選択ボックスを使用して、バックアップを実行す
る時刻を指定します。
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6. ［バックアップ］画面で、次の作業を行います。

7. すべてのファイルのカテゴリを、選択したバックアップ元デバイスからバックアップするに
は、次の作業を行います。

a. バックアップモードがカテゴリであり、［バックアップ］画面の左上端に、［カテ
ゴリバックアップが実行できます］が表示されていることを確します。

バックアップモードとして［ファイルバックアップ］が選択され、［ファイルの
バックアップを実行できます］が表示されている場合は、［カテゴリのバックアッ
プに切り替える］ボタンをクリックし、表示される［バックアッププランを切り
替える］ダイアログで［OK］をクリックします。

b. ［詳細表示］をクリックしてカテゴリ別バックアップ選択ボックスを開き、6つの
カテゴリすべてのチェックボックスが選択されていることを確認します。

c. 選択が解除されているチェックボックスを選択し、［変更を適用する］をクリック
して、カスタムバックアッププランを作成し、コンテンツゲージを最新の情報に
更新します。

選択したバックアップ元デバイスでの
バックアップ対象 . . .選択したバック
アップソースデバイスで、以下の操作を
行います。 作業 . . .

すべてのファイルのカテゴリ ステップ  7に進みます。

選択したファイルのカテゴリ p. 39のステップ  8に進みます。

すべてのファイルとフォルダー p. 40のステップ  9に進みます。

選択したファイルとフォルダー p. 42のステップ  10に進みます。
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d. ［バックアップの有効化］をクリックして、バックアップ元デバイスから、すべて
のファイルのカテゴリのバックアップを、指定したバックアップ頻度で開始しま
す。続いて、p. 43のステップ  11に進みます。
ご注意：  p. 37のステップ  5で定期バックアップを設定した場合、WD SmartWareソ

フトウェアはバックアップスケジュールリマインダボタンをバックアップ画面
に追加します。

リマインダボタンをクリックすると、［スケジュールバックアップステータス］
ダイアログが表示されます。このダイアログには、次回のスケジールバックアッ
プの日時、バックアップに失敗した可能性のある最終バックアップ、バックアッ
プを完了した最終バックアップが表示されます。

スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行する場合は、［今すぐバッ
クアップ］をクリックします。

8. 選択したファイルのカテゴリを、選択したバックアップ元デバイスからバックアップ
するには、次の作業を行います。
a. バックアップモードがカテゴリであり、［バックアップ］画面の左上端に、［カテ
ゴリバックアップが実行できます］が表示されていることを確します。

バックアップモードがファイルであり、そこに［ファイルバックアップが実行で
きます］が表示されている場合は、［カテゴリバックアップに切り替える］ボタン
をクリックし、［バックアッププランの切り替え］プロンプトで［OK］をクリッ
クします。

b. ［詳細表示］をクリックしてカテゴリ別バックアップ選択ボックスを表示します。
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c. ［カテゴリを選択してバックアップ］ボックスで、以下の手順を実行します：
• バックアップの対象外とするファイルのカテゴリに対して、チェックボック
スの選択を解除します。

• バックアップの対象とするファイルのカテゴリに対して、チェックボックス
を選択します。

d. ［変更を適用する］をクリックして、カスタムバックアッププランを作成し、コン
テンツゲージを最新の情報に更新します。

e. ［バックアップの有効化］をクリックして、選択したバックアップ元デバイスか
ら、選択したファイルのカテゴリのバックアップを、指定したバックアップ頻度
で開始します。続いて、p. 43のステップ  11に進みます。
ご注意：  p. 37 のステップ  5 で定期バックアップを設定した場合、WD SmartWareソ

フトウェアはバックアップスケジュールリマインダボタンをバックアップ画面
に追加します。

リマインダボタンをクリックすると、［スケジュールバックアップステータス］
ダイアログが表示されます。このダイアログには、次回のスケジールバックアッ
プの日時、バックアップに失敗した可能性のある最終バックアップ、バックアッ
プを完了した最終バックアップが表示されます。

スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行する場合は、［今すぐバッ
クアップ］をクリックします。

9. すべてのファイルとフォルダーを、選択したバックアップ元デバイスからバックアッ
プするには、次の作業を行います。
a. バックアップモードがファイルであり、［バックアップ］画面の左上端に、［ファ
イルバックアップが実行できます］が表示されていることを確します。

バックアップモードがカテゴリであり、そこに［カテゴリバックアップが実行で
きます］が表示されている場合は、［ファイルバックアップに切り替える］ボタン
をクリックし、［バックアッププランの切り替え］プロンプトで［OK］をクリッ
クします。

b. ［ファイルを選択してバックアップ］ボックスで、バックアップソースデバイスの
チェックボックスをオンにします：
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c. フォルダ構成を開きます。バックアップソースデバイスのチェックボックスをオ
ンにするとデバイスのすべてのファイルとフォルダのチェックボクスがオンにな
ることを確認します。

d. ［変更を適用する］をクリックして、ここでの選択を使用してカスタムバックアッ
ププランを作成します。

ご注意：  ［元に戻す］をクリックすると、直近の選択が解除され、以前に適用した設定
が再表示されます。

e. ［バックアップの有効化］をクリックして、選択したバックアップ元デバイスか
ら、すべてのファイルとフォルダーのバックアップを、指定したバックアップ頻
度で開始します。続いて、p. 43のステップ  11に進みます。
ご注意：  p. 37 のステップ  5 で定期バックアップを設定した場合、WD SmartWareソ

フトウェアはバックアップスケジュールリマインダボタンをバックアップ画面
に追加します。

リマインダボタンをクリックすると、［スケジュールバックアップステータス］
ダイアログが表示されます。このダイアログには、次回のスケジールバックアッ
プの日時、バックアップに失敗した可能性のある最終バックアップ、バックアッ
プを完了した最終バックアップが表示されます。

スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行する場合は、［今すぐバッ
クアップ］をクリックします。
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10.選択したファイルまたはフォルダーを、選択したバックアップ元デバイスからバック
アップするには、次の作業を行います。
a. バックアップモードがファイルであり、［バックアップ］画面の左上端に、［ファ
イルバックアップが実行できます］が表示されていることを確します。

バックアップモードがカテゴリであり、そこに［カテゴリバックアップが実行で
きます］が表示されている場合は、［ファイルバックアップに切り替える］ボタン
をクリックし、［バックアッププランの切り替え］プロンプトで［OK］をクリッ
クします。

b. ［ファイルを選択してバックアップ］ボックスで、フォルダ構成を開きます。

c. バックアップするファイルまたはフォルダーのチェックボックスを個々に選択し
ます。

フォルダーのチェックボックスを選択すると、そのフォルダー内のサブフォル
ダーとファイルがすべて自動的に選択されることに注意してくださ。

d. ［変更を適用する］をクリックして、ここでの選択を使用してカスタムバックアッ
ププランを作成します。

ご注意：  ［元に戻す］をクリックすると、直近の選択が解除され、以前に適用した設定
が再表示されます。
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e. ［バックアップの有効化］をクリックして、選択したバックアップ元デバイスか
ら、選択したファイルまたはフォルダーのバックアップを、指定したバックアッ
プ頻度で開始します。続いて、p. 43のステップ  11に進みます。
ご注意：  p. 37 のステップ  5 で定期バックアップを設定した場合、WD SmartWareソ

フトウェアはバックアップスケジュールリマインダボタンをバックアップ画面
に追加します。

リマインダボタンをクリックすると、［スケジュールバックアップステータス］
ダイアログが表示されます。このダイアログには、次回のスケジールバックアッ
プの日時、バックアップに失敗した可能性のある最終バックアップ、バックアッ
プを完了した最終バックアップが表示されます。

スケジュールを無視して今すぐバックアップを実行する場合は、［今すぐバッ
クアップ］をクリックします。

11.バックアップ中の表示、および可能な作業は次のとおりです。
•   進行状況バーとメッセージには、バックアップされたデータ量が示されます。
•   カテゴリバックアップの場合は、次のような表示になります。

-  バックアップ元デバイスのコンテンツゲージでは、まだバックアップされて
いないファイルのカテゴリでのすべてのファイルの背景が、青色から色 /こは
く色に変わります。

-  バックアップ先デバイスのコンテンツゲージでは、バックアップが完了した
ファイルのカテゴリの背景が、灰色から青色に変わります。

•   WD SmartWare ソフトウェアはすべてのファイルをバックグランドでバックアッ
プするため、ご使用のコンピュータで他の作業を継続することができます。

•   ［バックアップの有効化］トグルボタンを［バックアップの無効化］に変更すると、
バックアップは無効になります。

12.バックアップの正常終了メッセージが表示された場合は、バックアップが正常に完了
したことを示します。
バックアップできないファイルがあった場合、WD SmartWareソフトウェアは次を表
示します。
•   バックアップされなかったファイルの数を示す警告メッセージ
•   バックアップされなかったファイルの一覧と理由を、クリックにより見ることが
できる表示リンク
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一部のアプリケーションや実行中のプロセスではファイルがバックアップされない
ことがあります。一部のファイルがバックアップされなかった由がわからない場合
は、次のことを行ってみてください。
•   開いているファイルをすべて保存して閉じる
•   メールプログラムやWebブラウザーなどの、実行しているアプリケーションをす
べて閉じる

13.ステップ 11 で [バックアップを無効にする] を選択した場合、[バックアップを無効にし
ますか ?] という確認プロンプトが表示され、WD SmartWare ソフトウェアによって
バックグラウンドでバックアップ ジョブが実行されていることを確認できるため、
バックアップ中に他の作業のためにコピュータを継続して使用することができます。
続いて、次のいずれかをクリックします。
•   要求を破棄し、バックアップを無効にしない場合は［いいえ］
•   要求に従い、バックアップを無効にする場合は［はい］

14.カテゴリごとのファイルのバックアップを行い、バックアップソースデバイスに複数
の内蔵ハードドライブまたは複数のドライブパーティションある場合は、個々のドラ
イブでバックアップ手順を繰り返します。

重要：バックアップを完了するのに十分な空き容量がない場合、バックアップター
ゲットデバイスがいっぱいであることを示す警告メッセージが表示さます。長期
的に最良なソリューションは、デバイスを長期のアーカイブストレージとし、以
下を実行することです
a. ［ヘルプ］タブをクリックします。
b. ［WD ストア］リンクをクリックして、Western Digital のオンラインストアの Web サ
イトを表示します。

c. ［外付けハードディスクドライブ］をクリックし、予備のドライブとして最適なドライ
ブを選択します。
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ファイルの復元
この章では、次のトピックについて説明します。
復元機能のしくみ
ファイルの復元

復元機能のしくみ
WD SmartWare ソフトウェアにより、バックアップしたファイルをバックアップ先デバ
イスから簡単に復元し、これらを次のいずれかにコピーすることができま。

•   バックアップ元デバイス上の元の場所
•   特定の復元コンテンツフォルダー

通常では、復元は次の 5つの手順で行われます。

1.  ［ホーム］画面で、次を選択します。
• 復元先デバイス—復元したファイルのコピー先とするバックアップ元デバイス

• 復元元デバイス—復元するファイルがあるバックアップ先デバイス

2. ファイルの復元元デバイスからバックアップボリュームを選択します。

3. 復元したファイルのコピー先を指定します。バックアップ元デバイス上の元の場所、
または特定の復元コンテンツフォルダーのいずれかです。

4. 復元する対象を指定します。個々のファイルとフォルダー、またはすべてのいずれか
です。

5. ファイルを復元します。

ファイルの復元
1.  ［ホーム］画面の［バックアップソース］領域で、復元したファイルをコピーする復
元先（バックアップソース）デバイスを選択します。
a. バックアップ元セレクターを使用して、パソコンの内蔵ドライブまたは Dropbox
フォルダのどちらに復元したファイルをコピーするかを指定します。

• 初期設定では、パソコンの内蔵ドライブがバックアップデータの復元元とし
て指定されています。このコンピュータアイコンは、復元先が内蔵ハードド
ライブ、ドライブパーティショ、またはローカルに直接接続された外付けハー
ドドライブのいずれかであることを示します。

1
5
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• Dropboxオプションを選択すると、Dropboxアイコンが表示され、復元先は、
Dropboxフォルダであることが示されます。

b. 選択された復元先に複数の内蔵ハードドライブ、複数のドライブパーティション
または外付けハードドライブが存在している場合は、バックアッソースデバイス
選択ボックスを使用して、復元したファイルをコピーする 1つのソースを指定し
ます。

2. ［ホーム］画面の［バックアップ先］領域で、次の作業を行います。
a. コンピュータに複数のバックアップターゲットデバイスを接続している場合は、
ファイルの復元元となる 1つのターゲットを選択します。

b. 選択したデバイスが明るい青色の背景でハイライト表示されることを確認します。

c. 選択したデバイスに、ドライブパーティションまたはネットワーク共有が複数あ
る場合、デバイスアイコンの下にあるバックアップ先デバイスセクターを使用し
て、いずれかを指定します。

3. ［復元］タブをクリックします。次のいずれかのダイアログが表示されます。
• ［ファイルの復元先の選択］ダイアログ

• ［復元元ボリュームの選択］ダイアログ

（p. 30の図 10を参照してください。）

バックアップ時の
処理 . . . WD SmartWareソフトウェアでの表示 . . .

以下の復元先（バック
アップソース）デバイス
から、選択した復元元
（バックアップター
ゲット）デバイスに 1つ
のバックアップボリュー
ムを作成

［復元したファイルの保存先を選択］ダイアログ

p. 49のステップ  4に進みます。

（続く）

選択したデ
バイス
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4. ［復元したファイルの保存先を選択］ ダイアログでは、次の操作を行います。 

以下のいずれかから、選
択した復元元（バック
アップターゲット）デバ
イスに複数のバックアッ
プボリュームを作成

• バックアップソースデ
バイス上の異なる内蔵
ハード ドライブまた
はドライブ パーティ
ション

• 別のバックアップ元デ
バイス

［バックアップしたボリューム］選択ボックスに利用可能なボ
リュームが表示されている［バックアップしたボリュームを選
択］ダイアログ

この場合、次の作業を行います
a.［バックアップしたボリューム］選択ボックスで、ファイル
の復元元とするボリュームを選択します。

b.［次へ］をクリックして、［ファイルの復元先の選択］ダ
イアログを表示します。

c. ステップ  4に進みます。

選択した復元元（バック
アップターゲット）デバ
イスでバックアップが実
行されていない

［バックアップしたボリューム］選択ボックスに何も表示され
ていない［バックアップしたボリュームを選択］ダイアログ

バックアップボリュームを持たないデバイスからはファイル
を復元することはできません。［ホーム］タブをクリックして
p. 47のステップ  2に戻り、復元するファイルが存在するデバ
イスを選択します。

復元したファイルのコ
ピー先 . . . 選択 . . .

選択した復元先（バックアッ
プソース）デバイス上の元の
場所

［元の場所］
ご注意：  p. 48のステップ  3で別のバックアップ元デバイ

スまたはリモート Dropbox フォルダーからバッ
クアップボリュームを選択していた場合、［元の
場所］オプションは使用できません。

復元したコンテンツフォル
ダー

復元コンテンツフォルダ
デフォルトのフォルダーは、ユーザー名の［マイドキュメ
ント］フォルダーにある［復元したコンテンツ］です。

別のフォルダーを指定する場合は、次の作業を行います。

a. ［参照］をクリックし、参照機能を使用して、新
しいフォルダーを指定します。

b. ［適用］をクリックします。

バックアップ時の
処理 . . . WD SmartWareソフトウェアでの表示 . . .
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5. [次へ ] をクリックして [復元したいコンテンツの選択 ] ダイアログを表示します。 

6. ［一部のファイルの復元］選択ボックスで、フォルダー構成を検索して、ファイルを
見つけます。ファイルやフォルダーの名前（または名前の一部を入力して）［検索］
ボックスを使用することもできます。
•   ［古いファイルを表示］チェックボックスを選択して、バックアップしたファイル
のさまざまなバージョンを表示します。

•   ［削除ファイルを表示］チェックボックスを選択して、削除されたファイルのバッ
クアップ済みファイルを表示します。

• ［表示］アイコンを選択して、個々のファイルを一覧表示します。
• ファイルを検索する場合は、［検索］ボックスにファイルやフォルダーの名前また
は名前の一部を入力し、Enterキーを押して、検索を行います。

検索条件を解消するには、［検索］ボックス内のテキストをすべて削除し、Enter
キーを押します。

• 復元するファイルやフォルダーのチェックボックスを選択します。

選択したバックアップボ
リュームからの復元対象 . . .
（選択したバックアップボ
リュームから） 選択 . . .

すべてのファイル ［すべてのファイルの復元］オプションを選択し、p. 51
のステップ  7に進みます。

選択したファイルまたはフォ
ルダー

［一部のファイルの復元］オプションを選択して［一部の
ファイルの復元］選択ボックスを開き、ステップ  6に進
みます。
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7. ［復元の開始］をクリックします。

8. 復元中の表示、および可能な作業は次のとおりです。
• ［復元］画面には、指定した復元場所にコピーされたデータ量を示す進捗バーと
メッセージが表示されます。

• ［復元のキャンセル］ボタンを使用すると、復元は停止します。

9. 復元が完了すると、「復元完了」メッセージが表示されます。
復元対象に選択したファイルの一部が指定した復元場所にコピーされなかった場合、
「部分的復元完了」メッセージが表示されます。この場合、次のいずれかのメッセー
ジが表示されます。
• ［ファイルは復元されませんでした］メッセージには、復元されなかったファイル
の数と、復元の失敗に関する情報画面へのリンクが表示されます。［ファイルの
表示］リンクをクリックすると、復元されなかったファイルの一覧と理由が表示
されます。

• ［復元先がいっぱいです］メッセージは、復元を完了するのに十分な空き容量が選
択した復元先（バックアップソース）デバイスにないことを示します。
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ドライブのロックとロックの解除
この章では、次のトピックについて説明します。
パスワードによるドライブの保護
ドライブのロック解除
パスワードの変更
ドライブのロック機能の無効化

パスワードによるドライブの保護
他人がドライブにアクセスすることやドライブ内のファイルを第三者に開示したくない
場合は、ドライブをパスワードでロックすることをお勧めします。

1.  ［セキュリティ設定］ダイアログを次のいずれかの方法で開きます：
• デスクトップ上のWDセキュリティのショートカットアイコンをクリック（イン
ストール時に作成している場合）

• ［スタート］ > ［（すべての）プログラム］ > ［Western Digital］ > ［WD Apps］ >
WDセキュリティ 

2. コンピュータに複数のドライブを接続している場合は、パスワードを作成するドライ
ブを選択します。

注意！WDセキュリティソフトウェアでは、ユーザーのパスワードを使用して、ドラ
イブを電子的にロックまたはロック解除します。パスワードを忘れた場合は、ドライ上
のデータにアクセスしたり、新しいデータを書き込むことができなくなります。その場
合、ドライブを再度使用できるようにするには、ドラブを消去する必要があります。

16
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3. パスワードを忘れた場合のデータ損失の可能性に関する警告を読みます。

4. ［了解しました］チェックボックスをクリックして、そのリスクを受け入れることを
明示します。

5. ［パスワードの選択］入力ボックスに最大 25文字のパスワードを入力します。

6. ［パスワードの確認］入力ボックスに再度パスワードを入力します。

7. ［パスワードのヒント］ボックスにパスワードを思い出すためのヒントを入力します。

8. このコンピューターで選択したドライブのパスワードをWD Securityソフトウェアに
記憶させる場合は、［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］チェックボックスを
選択します。

9. ［セキュリティ設定の保存］をクリックすると、パスワードが保存されドライブのハー
ドウェアの暗号化が有効になります。

10.［OK］をクリックして、セキュリティが有効になったことを示すメッセージを閉じます。

ドライブのロック解除
［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］チェックボックスを選択しなかった場合、ドラ
イブ上のファイルに他のユーザーがアクセスできないようにパスワードを設定すると、
以下の操作を行うときには必ずパスワードを入力してドライブをロック解除する必要が
あります。

•   コンピューターをシャットダウンし、再起動する
•   ドライブの接続を解除し、コンピューターに再接続する
•   コンピュータがスリープモードを終了する

コンピューターに WDセキュリティソフトウェアをインストールしていない場合でも、
ロック解除は必要です。

コンピュータのソフトウェア設定に応じて、以下の 3 つの方法のいずれかの方法を選択
し、ドライブをロックします。

•   WDセキュリティまたはWDドライブユーティリティを使用する
•   WD SmartWareソフトウェアを使用する
•   WDドライブアンロックユーティリティを使用する

注意！パスワードを変更すると、ドライブは、現在の作業セッション中は「ロック解
除」の状態を維持します。セッション終了後、WDセキュリティは、以下の処理を実
行します
•   ドライブをロックする：ユーザーがコンピュータをシャットダウンした場合、ドライブの
接続を解除した場合、またはコンピュータがスリープモドに入った場合に、ドライブをロッ
クします

•   ドライブをロック解除するためにパスワードの入力を求める：ユーザーがコンピューター
を再起動する場合、またはドライブの再接続を行う場合（パスワードの変更時に［ユーザー
の自動ロック解除を有効にする］チェックボックスを選択しなかった場合）、ドライブを
ロック解除するためにパスワードの入力が求められます。
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WD セキュリティまたはWDドライブユーテリティでドライブのロックを
解除する
コンピュータをシャットダウンして再起動したり、ドライブを取り外してコンピュータ
に再接続した場合にWDセキュリティまたはWDドライブユーティリティのいずれかを
起動すると、［ドライブロック解除］ダイアログが表示されます。

この画面は以下のいずれかの場合に表示されます。
• 1 台のドライブのみをロックし、コンピューターに接続されている場合（自動的
に実行されます）

• 複数のドライブがコンピュータに接続されている場合で、WD セキュリティまた
はWDドライブユーティリティを使用した際に、いずれかの画面でロックしたド
ライブを選択した場合

1.  ［ドライブロック解除］画面が表示されない場合は、以下のいずれかの操作を行い
ます。
• デスクトップ上のWDセキュリティショートカットアイコン（アプリケーション
のインストール時に作成している場合）をクリック、または［スタート］ > ［す
べてのプログラム］ > ［Western Digital］ > ［WD Apps］ > ［WD Security］を選択

• デスクトップ上のWDドライブユーティリティアイコン（アプリケーションのイ
ンストール時に作成している場合）をクリック、または［スタート］ > ［（すべて
の）プログラム］ > ［Western Digital］ > ［WD Apps］ >［WD Drive Utilities］を
選択

2. コンピュータに複数のドライブを接続している場合は、ロックを解除するドライブを
選択します。

3. ［ドライブロック解除］画面では、以下の操作を行います。
a. ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。
b. ［ドライブのロック解除］をクリックします。
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WD SmartWareソフトウェアを使用してドライブのロックを解除します。
パスワードの作成時に［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］チェックボックスを
選択しなかった場合、コンピューターをシャットダウンや再起動するたびに、またはドラ
イブをコンピューターに再接続するたびに、WD SmartWare ソフトウェアは、ドライブ
用のコンテンツゲージの場所に［ドライブはロックされています］メッセージを表示し
ます。

1.  ［WD SmartWareドライブをロック解除します］ダイアログが自動的に表示されない
場合は、「ドライブはロックされています」メッセージの上部にあるドライブメージ
をクリックして、ダイアログを表示します。

2. ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。

3. ［ロック解除］をクリックします。
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WD Drive Unlock Utilityでドライブを解除
パスワードで保護されたドライブを WD ソフトウェアがインストールされていないコン
ピューターに接続する場合、WD Drive Unlock Utilityを使用することでドライブのロック
を解除することができます。WD Drive Unlock Utility は、コンピュータのファイル管理
ユーティリティで表示されるバーチャル CD ドライブ上にあります。

1.  次のいずれかの方法でWD Drive Unlock Utilityを起動します。
•   コンピュータのファイル管理ユーティリティを使って、 WDロック解除バーチャ
ル CDを開き、WD Drive Unlock.exeファイルをダブルクリックする

•   ［スタート］ > ［マイコンピューター］をクリックし、［リムーバブル記憶域がある
デバイス］の下にあるWD Unlockerバーチャル CDをダブルクリックします

2. ［WDドライブロック解除］画面で、以下の操作を行います。
a. ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。
b. このコンピューターでのパスワードをWD Securityソフトウェアに記憶させる場
合は、［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］チェックボックスを選択します。

c. ［ドライブロック解除］をクリックします。
d. ［ドライブは現在ロックが解除されています］で、［終了］をクリックしてWD Drive

Unlock Utility画面を閉じます。
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パスワードの変更
1.  ［セキュリティを変更］ダイアログを次のいずれかの方法で開きます：

• デスクトップ上のWDセキュリティのショートカットアイコンをクリック（イン
ストール時に作成している場合）

• ［スタート］ > ［（すべての）プログラム］> ［Western Digital］ > ［WD Apps］ >
WDセキュリティ

2. コンピュータに複数のを接続している場合は、パスワードを変更するドライブを選択
します。

3. ［パスワード］入力ボックスに現在のパスワードを入力します。

4. ［パスワードの変更］オプションを選択します。

5. ［パスワードの選択］ボックスに最大 25文字のパスワードを入力します。

6. ［パスワードの確認］ボックスに再度新しいパスワードを入力します。

7. ［パスワードのヒント］ボックスに新しいパスワードを思い出すためのヒントを入力
します。

8. ［ユーザーの自動ロック解除を有効にする］チェックボックスを選択または選択解除
して、このコンピューターで選択したドライブの新しいパスワードを WDセキュリ
ティソフトウェアに記憶させるかどうかを指定します。

9. ［セキュリティ設定の更新］をクリックします。
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10.［OK］をクリックして、セキュリティが有効になったことを示すメッセージを閉じます。

ドライブのロック機能の無効化
1.  ［セキュリティを変更］ダイアログを次のいずれかの方法で開きます：

• デスクトップ上の WD セキュリティのショートカットアイコンをクリック（イ
ンストール時に作成している場合）

• ［スタート］ > ［（すべての）プログラム］> ［Western Digital］ > ［WD Apps］ >
WDセキュリティ

2. コンピュータに複数のを接続している場合は、パスワード認証を無効にするドライブ
を選択します。

3. ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します。

4. ［セキュリティの削除］オプションを選択します。

5. ［セキュリティ設定の更新］をクリックします。

注意！パスワードを変更すると、ドライブは、現在の作業セッション中は「ロック解
除」の状態を維持します。セッション終了後、WDセキュリティは、以下の処理を実
行します：
•   ドライブをロックする：ユーザーがコンピュータをシャットダウンした場合、ドライブの接
続を解除した場合、またはコンピュータがスリープモドに入った場合に、ドライブをロック
します

•   ドライブをロック解除するためにパスワードの入力を求める：ユーザーがコンピューターを
再起動する場合、またはドライブの再接続を行う場合（パスワードの変更時に［ユーザーの
自動ロック解除を有効にする］チェックボックスを選択しなかった場合）、ドライブをロッ
ク解除するためにパスワードの入力が求められます



MY BOOK
ユーザーマニュアル

ドライブの管理とカスタマイズ – 59

ドライブの管理とカスタマイズ
この章では、次のトピックについて説明します。

WD Quick Viewアイコンの使用
WD SmartWareを起動する
ドライブステータスのチェック
ドライブの安全な接続解除
アイコンアラートの監視

ドライブのスリープタイマーの設定
ドライブのユーザー登録
ドライブの健全性チェック
ドライブの消去
WDソフトウェアおよびディスクイメージの復元

WD Quick Viewアイコンの使用

WD SmartWare をインストールすると、WD Quick View アイコンが Windows タスク
バーのシステムトレイに表示されます。

このアイコンを使用することで、次の作業を行うことができます。

•   WD SmartWareソフトウェアの起動
•   ドライブステータスをチェックする
•   ドライブを安全に取り外す
•   アイコンアラートの監視

以下のセクションでは、アイコンの使用方法、および上記の作業を行う別の方法につい
て説明します。

WD SmartWareを起動する
次により、WD SmartWareソフトウェアを起動することができます。

•   タスクバーでWD Quick Viewアイコンを左または右クリックし、WD SmartWare
を選択します。

•   以下をクリックします。
［スタート］ > ［（すべての）プログラム］ > ［Western Digital］ > WD SmartWare > 
［WD SmartWare］

•   デスクトップ上のWD SmartWareのショートカットアイコンをクリック（インス
トール時に作成している場合）：

17
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ドライブステータスのチェック
タスクバーのWD Quick Viewアイコン上にポインタを重ねると、ドライブ容量とドライ
ブ温度のステータス、ドライブのロック状態を確認することができます。

ドライブの安全な接続解除 

以下のいずれかの方法で、ドライブを安全に取り外すことができます。

•   タスクバーのWD Quick Viewアイコンを右クリックし、お使いのドライブで［安
全な取り外し］オプションをクリックします。

•   WD SmartWare の［ホーム］画面でドライブアイコンを右クリックし、［安全な
取り外し］オプションをクリックします。

ドライブの電源が落ちる音が確認できます。

電源 /動作 LEDがオフになるまで待ち、その後にドライブの接続をコンピューターから
解除します。

アイコンアラートの監視
タスクバーのWD Quick Viewアイコンの点滅は、次のようなドライブステータスを示します。

注意！データの損失を防ぐため、ドライブをシャットダウンまたは接続を解除する前
に、実行中のウィンドウとアプリケーションはすべて閉じてくださ。

WD Quick Viewアイコンの点滅状態 . . . ドライブの想定される状態 . . .

緑と白 デバイスはロックされているか、WD SmartWare
ソフトウェアが対応していない形式でフォー
マットされています（Windows 環境における非
Windowsフォーマット）。

赤と白 デバイスが過熱しています。

ドライブの電源を切って、60 分間冷却してくだ
さい。電源を再びオンにした後、まだ問題があ
る場合は、WDサポートにご連絡ください。
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ドライブのスリープタイマーの設定
ドライブのスリープタイマーにより、ハードディスク上で何も処理が行われずに一定の
時間が経過した後、ドライブをオフにして電力を節約し、ライブの磨耗を最小限に抑え
ます。

1.  WDドライブユーティリティを次のいずれかの方法で開きます：
• デスクトップ上のWDドライブユーティリティのショートカットアイコンをク
リック（インストール時に作成している場合）

• ［スタート］ > ［（すべての）プログラム］ > ［Western Digital］ > ［WD Apps］ >
［WD Drive Utilities］

p. 9の図 4を参照してください。

2. コンピュータに複数のを接続している場合は、スリープタイマーを設定するドライブ
を選択します。

3. ［スリープタイマー］をクリックし、［スリープタイマー］ダイアログを表示します。

4. ［スリープタイマー］ダイアログで、次の操作を行います。
a. ［スリープタイマーの設定］ボックスで、ドライブをオフにするまでの時間の長さ
を選択します。

b. ［タイマーの設定］をクリックします。

ドライブのユーザー登録
WD Drive Utilities から、本製品のユーザー登録を行うことができます。本製品をご登録
いただくことで、保証期間中テクニカルサポートを無料でご利用頂けます。また、最新
のWD製品情報をお届けします。

1.  コンピューターがインターネットに接続されていることを確認します。

2. WD Drive Utilitiesを次のいずれかの方法で開きます：
• デスクトップ上のWDドライブユーティリティのショートカットアイコンをク
リック（インストール時に作成している場合）

• ［スタート］ > ［（すべての）プログラム］ > ［Western Digital］ > ［WD Apps］ >
［WD Drive Utilities］

p. 9の図 4を参照してください。

3. コンピュータに複数のを接続している場合は、ドライブの状態を確認するデバイスを
選択します。
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4. ［登録］をクリックして、［登録］ダイアログを表示します。

5. ［登録］ダイアログで、以下の操作を行います。
a. ［名］入力ボックスに名前を入力します。
b. ［姓］入力ボックスに名字を入力します。
c. ［メールアドレス］ボックスにメールアドレスを入力します。
d. ［選択言語］ボックスで言語を選択します。
e. ［はい、登録製品のソフトウェアアップデート . . .］チェックボックスをオンまた
はオフにして、ソフトウェアアップデート、高機能製品情報、割引価格などの案
内を受け取るか設定することができます。

f. ［ドライブの登録］をクリックします。

ドライブの健全性チェック
WDドライブユーティリティは、本製品のパフォーマンスを確保するために、3つの診断
ツールを備えています。ドライブが正しく動作していないか心配する場合は、次のテス
トを実行してください。

•   SMARTステータス
SMART は、ドライブの主な内部パフォーマンス属性を継続的にモニタリングす
る障害予測機能です。たとえば、ドライブ温度の上昇、ノイズまたはみ取り / 書
き込みエラーなどの増加が検出されると、ドライブに深刻な障害が生じつつある
ことの目安になります。事前にアラートを把握するこにより、実際に障害が発生
する前にデータを別のドライブに移動するなどの予防措置をとることが可能にな
ります。
ドライブの状態に関する SMART ステータスチェックの結果は、合格または不合
格として判定されます。

•   クイックドライブテスト
ドライブには、ドライブの性能に重要な問題がないかをチェックする Data
LifeguardTM診断ユーティリティが搭載されています。

ドライブの状態に関するクイックドライブテストの結果は、合格または不合格と
して判定されます。
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•   完全ドライブテスト
最も総合的なドライブ診断は、完全ドライブテストです。完全ドライブテストで
は、各セクターのエラー状態の有無を入念にテストし、必要に応て不良セクター
にマーカーを挿入します。

ドライブに問題が発生する前に、ドライブ診断とステータスチェックを定期的に行うこ
とをお勧めします。SMART ステータスチェックと簡易ドライテストは非常に高速なた
め、最小限の負荷で高レベルの保証を提供します。次に、ファイルの書き込みやアクセ
ス時にディスク エラー状態が発生した場合は、必ず 3 つのテストをすべて実行してくだ
さい。

1.  WDドライブユーティリティを次のいずれかの方法で開きます：
• デスクトップ上のWDドライブユーティリティのショートカットアイコンをク
リック（インストール時に作成している場合）

• ［スタート］ > ［（すべての）プログラム］ > ［Western Digital］ > ［WD Apps］ >
［WD Drive Utilities］

p. 9の図 4を参照してください。

2. コンピュータに複数のを接続している場合は、ドライブの状態を確認するデバイスを
選択します。

3. ［診断］をクリックして、［診断情報］ダイアログを表示します。

4. ［診断情報］ダイアログで、実行したいテストのボタンをクリックします。
• SMARTステータス

• 簡易ドライブテスト
• 完全ドライブテスト
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ドライブの消去

ご注意：  ドライブを完全に消去すると、WD ソフトウェア、すべてのサポートファイル、
ユーティリティ、ユーザーマニュアルもすべて削除されます。ドラブを消去した後
では、これらのファイルをダウンロードすることで、ドライブを元の構成に復元す
ることができます。

WD Drive Utilities には、ドライブを消去するための 2つの方法が用意されています。ドライブのロッ
クが解除されているか、ロックされているかによって、使用す方法が以下のように異なります。

ドライブ消去機能を使用する
ドライブがロックされていない場合にドライブを消去するには、以下の手順を実行します。
1.  WDドライブユーティリティを次のいずれかの方法で開きます：

• デスクトップ上のWDドライブユーティリティのショートカットアイコンをク
リック（インストール時に作成している場合）

• ［スタート］ > ［（すべての）プログラム］ > ［Western Digital］> ［WD Apps］ >
［WD Drive Utilities］

p. 9の図 4を参照してください。

2. コンピュータに複数のを接続している場合は、ドライブの状態を確認するデバイスを
選択します。

3. ［ドライブ消去］をクリックして、［ドライブ消去］ダイアログを表示します。

4. ［ドライブ消去］ダイアログで、以下の操作を行います。
a. ドライブ消去に伴うデータ損失に関する警告を読みます。

b. ［了解しました］チェックボックスをクリックして、そのリスクを受け入れること
を明示します。

c. ［ドライブの登録］をクリックします。

注意！ドライブを完全に消去すると、ドライブにあるすべてのデータが削除されます。
ドライブを消去する前に、ドライブ上に必要なデータがないこを必ず確認してくだ
さい。

ドライブの状態 . . . 目的 . . . 参照 . . .

ロックが解除されて
いる

ドライブを消去する 次のセクションの「ドライブ消去
機能を使用する」。

ロックされている パスワードを忘れたまたは紛失し
たため、ドライブの消去が必要

「WD Drive Unlock Utilityを使用す
る」p. 65
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ドライブ消去の操作が完了したら、http://support.wd.comにアクセスして、ナレッジベー
スの回答 ID 7「ドライブにおけるソフトウェアとディスクイメージのダウンロードと復
元の詳細について」を参照してください。

ご注意：  ドライブを消去するとパスワードも削除されます。パスワードを使ってドライブを
保護していた場合は、WDソフトウェアとディスクイメージを復元した後、パ
スワードを再度作成します（「パスワードによるドライブの保護」p. 52 を参照
してください。）

WD Drive Unlock Utilityを使用する
パスワードを忘れた、またはパスワードを失くしため、ロックされたドライブを消去す
る場合は、次の操作を行います。
1.  次のいずれかの方法でWDドライブのロック解除ユーティリティを起動します。

• ご使用のコンピュータのファイル管理ユーティリティを使用してWD Unlocker
バーチャル CDを開き、「Unlock.exe」をダブルクリックします。

• ［スタート］ > ［マイコンピューター］をクリックし、［リムーバブル記憶域があ
るデバイス］の下にリストされている WD Unlocker バーチャル CD をダブルク
リックします。

2. ドライブのロックを解除するには、次の作業を 5回繰り返します。
a. ［パスワード］ボックスにパスワードを入力します
b. ［ドライブロック解除］をクリックします。

http://support.wd.com
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3. 無効なパスワードを 5回入力すると、［パスワード試行回数が多すぎます］というダ
イアログが表示されます。

4. ［ドライブの消去］をクリックすると、「ドライブにあるすべてのデータが削除されま
す」と警告が表示されます。

5. 警告を読み、［了解しました］チェックボックスをオンにして、そのリスクを受け入
れることを表明します。

6. ［消去］をクリックします。

ドライブ消去の操作が完了したら、http://support.wd.comにアクセスして、ナレッジベー
スの回答 ID 7「ドライブにおけるソフトウェアとディスクイメージのダウンロードと復
元の詳細について」を参照してください。

ご注意：  ドライブを消去するとパスワードも削除されます。パスワードを使ってドライブを
保護したい場合は、WD ソフトウェアとディスク イメージを復元した後、パスワー
ドを再度作成します（「パスワードによるドライブの保護」p. 52 を参照してくだ
さい。）

http://support.wd.com
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WDソフトウェアおよびディスクイメージの復元
ドライブの消去または再フォーマットを行うと、すべてのデータが削除される以外にも、
WD ソフトウェア、サポートファイル、ユーティリティオンラインヘルプ、ユーザーマ
ニュアルなどのファイルもすべて削除されます。

コンピューターでWDソフトウェアを削除したものの再インストールする必要がある場
合、またはドライブを別のコンピューターに移動してそこでソフトウェアをインストー
ルする必要がある場合は、WDソフトウェアとディスクイメージをドライブに復元する
必要があります。ドライブの消去または再フォーマットが完了した後での作業について
は、http://support.wd.com にアクセスし、ナレッジベースの回答 ID 7 を参照してくだ
さい。

http://support.wd.com
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ソフトウェアの管理とカスタマイズ
この章では、次のトピックについて説明します。

バックアップ バージョンの数を指定
別の復元コンテンツフォルダを指定する
ソフトウェアの更新のチェック
DropBoxアカウントの設定
WDソフトウェアのアンインストール

バックアップ バージョンの数を指定
WD SmartWare ソフトウェアでは、ファイルごとに最大 25 の以前世代のファイルバー
ジョンを保持しておくことができます。誤ってファイルを上書きしたり削除した場合、ま
は数バージョン前のファイルを見る場合でも、WD SmartWare ソフトウェアがコピーを
保持しています。ファイルごとに指定した数の最新のバージョンがいつでも復元可能で
す。1から 25までを選択してその世代数分のファイルを保存しておくことができます。

より多くの世代のファイルを保存することで、
•   より昔のファイルに遡ってファイルの復元が可能。
•   但し、より多くのディスク容量を消費します。

1.  ［設定］タブをクリックして、［ソフトウェア設定］画面を表示します（p. 32の図 11
を参照してください）。

2.   ［ソフトウェア設定］画面で、［ファイルの履歴］をクリックし、［ファイルの履歴の
設定］ダイアログを表示します。

3.   ［ファイルの履歴の設定］ダイアログで、次の作業を行います。

a. 選択ボックスを使用して、ファイルごとに保持しておくバックアップバージョン
の数（1～ 25）を指定します。

b.［適用］をクリックします。

別の復元コンテンツフォルダを指定する
復元を開始するときに、復元したファイルを次のどちらに保存するかを選択できます。

•   コンピュータ上の元の場所
•   復元したコンテンツフォルダー

WD SmartWareソフトウェアのデフォルト設定では、［マイドキュメント］フォルダーに
［復元したコンテンツ］サブフォルダーを作成して使用します。別のフォルダを指定する
場合は、次の操作を行います。

18
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1.  新しいフォルダーを作成するか、使用する既存のフォルダーを決めます。
2.   ［設定］タブをクリックして、［ソフトウェア設定］画面を表示します（p. 32の図 11
を参照してください）。

3.   ［ソフトウェア設定］画面で、［復元フォルダ］をクリックし、［復元フォルダの設定］
ダイアログを表示します。

4.   ［復元フォルダーの設定］ダイアログで、次の作業を行います。

a.［参照］をクリックし、参照機能を使用して、新しい復元フォルダーを指定します。
b.［適用］をクリックします。

ソフトウェアの更新のチェック
［ソフトウェアの更新］オプションを有効にした場合、WD SmartWare ソフトウェアの更
新が自動的にチェックされます。これにより、最新バージョンのソフトウェアを常に使
用していることになります。［ソフトウェアの更新］オプションを有効、または無効にす
るには以下の手順を実行します。

1.  ［設定］タブをクリックし、［ソフトウェアの設定］をクリックして、［ソフトウェア
設定］画面を表示します（p. 32の図 11を参照）。

2.   ［ソフトウェア設定］画面で［ソフトウェアの更新］をクリックして［ソフトウェア
の更新］ダイアログを表示します。

3.   ［ソフトウェアの更新］ダイアログで、以下の操作を行います。

a.［WD SmartWare ソフトウェアアップデートを自動的に確認する］ チェック ボッ
クスをオンまたはオフにします。

b. ソフトウェアの更新をここでチェックする場合、［今すぐチェック］をクリックし
ます。

DropBoxアカウントの設定
バックアップソースまたはターゲットデバイスとしてリモート Dropboxフォルダを使用
する前に、WD SmartWare Proソフトウェアによるアクセスのための Dropboxアカウン
トを設定する必要があります。

1.  ［設定］タブをクリックし、［ソフトウェアの設定］をクリックして、［ソフトウェア
設定］画面を表示します（p. 32の図 11を参照）。
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2.   ［ソフトウェア設定］画面で［Dropboxアカウント］をクリックして［Dropboxアカ
ウント］ダイアログを表示します。

3.   ［アカウントの選択］をクリックして、［Dropboxログインが必要］ダイアログを表示
します。

4.   ［Dropboxログインが必要］ダイアログで、次の作業を行います。

a.［サインイン］をクリックします。
WD SmartWare Proソフトウェアが、ユーザーの代わりに、Dropbox接続要求を
行い、Webブラウザーを使用して DropboxのWebサイト
(https://www.dropbox.com/) にアクセスします。

b. ログイン認証情報を記録するようにアカウントを設定していない場合は、
DropboxのWebサイトで、メールアドレスとパスワードを入力し、［サインイン］
をクリックして、WD SmartWare Proソフトウェアからの接続要求を確認します。

c.［許可］をクリックして接続要求を受け入れます。
［成功！］が表示されれば、WD SmartWare ProソフトウェアからリモートDropbox
フォルダへのアクセスが許可されたことになります。

https://www.dropbox.com/
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d.［完了］をクリックして接続を終了し、［Dropboxログインが必要］ダイアログを
閉じて、現在の Dropboxアカウント画面を更新します。
ご注意：  リモートの Dropboxフォルダーを、後に別のものに変更する場合でも手順は同

じです。この場合、WD SmartWare Pro ソフトウェアは、［別の Dropbox アカ
ウンへの切り替え］ダイアログを表示します。このダイアログでは、Dropbox
アカウントを変更すると、現在のアカウントを使用してバックアップ元まは
バックアップ先のデバイスとして設定していたバックアップが無効になること
が示されます。

WDソフトウェアのアンインストール

オペレーティングシステムの［アプリケーションの追加と削除］を使用して、コンピュー
ターからWDソフトウェアをアンインストールします。

Windows XP でアンインストール
1.  ［スタート］ > ［コントロールパネル］の順にクリックします。
2.   ［プログラムの追加と削除］をダブルクリックします。

3.   アンインストールするWDソフトウェアを選択します。

• WD SmartWare

• WDセキュリティ

• WDドライブユーティリティ

4.   ［削除］をクリックします。

5.   ［よろしいですか . . .］確認画面で、［はい］をクリックします。

Windows VistaまたはWindows 7でアンインストール
1.  ［スタート］ > ［コントロールパネル］の順にクリックします。
2.   ［プログラムと機能］をダブルクリックします。

重要：WD SmartWare ソフトウェアのアンインストールにより、すべての既存のバック
アップジョブ設定が削除されます。バックアップファイルは存在し続けますが、
WD SmartWare ソフトウェアの再インストール後、バックアップのたびに手動で有効に
する必要があります。（「ファイルのバックアップ」p. 35を参照してください。）
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3.   ［プログラムのアンインストール］をクリックし、アンインストールするWDソフト
ウェアのアプリケーションまたはアイコンを選択します。

• WD SmartWare

• WDセキュリティ

• WDドライブユーティリティ

4.   ［アンインストール /変更］をクリックし、［続行しますか . . .］確認画面で［はい］を
クリックします。

Windows 8でアンインストール
1.  ［スタート］画面で、アンインストールするWDソフトウェアのタイルを右クリック
します。
• WD SmartWare

• WDセキュリティ

• WDドライブユーティリティ

2.   Windowsのタスクバーで、［アンインストール］を選択します。

3.   ［よろしいですか . . .］確認画面で、［はい］をクリックします。
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Macでドライブを使用する
My Book ドライブは、Windows OS との互換性を保つために、単一の NTFS パーティ
ションとしてフォーマットされています。Mac OS Xオペレティングシステムでこのドラ
イブを使用する場合、また必要に応じて Time Machineを使用する場合は、まずドライブ
を単一の HFS+Jパーティションに再フォーマットする必要があります。

この章では、次のトピックについて説明します。
ドライブの再フォーマット
WDソフトウェアおよびディスクイメージの復元

ドライブの再フォーマット

http://support.wd.com にアクセスして、ドライブの再フォーマットの詳細について、ナ
レッジベースの回答 ID 3865を参照してください。

ドライブの再フォーマットに関して、詳細は、「トラブルシューティング」p. 45 をご覧
ください。

WD ソフトウェアおよびディスクイメージの復元
Mac版のWD Drive UtilitiesとWD Securityソフトウェアのダウンロード、およびディス
クイメージの復元の詳細については、Mac コンピューターで使用するためにドライブの
再フォーマット完了したら、http://support.wd.comをご覧になり、ナレッジベースの回答
ID 7を参照してください。

WD SmartWareソフトウェアは、本ドライブモデルをMacコンピューターご使用の場合
にはご利用いただけません。

注意！ドライブを再フォーマットすると、ドライブの内容はすべて消去されます。ドラ
イブにすでにファイルが保存されている場合は、再フォーマットる前に必ずバックアッ
プしてください。

19
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トラブルシューティング
この章では、次のトピックについて説明します。
ドライブのインストール、パーティション作成、およびフォーマット
よくある質問

この製品のインストール、または使用中に問題が起きた場合は、このトラブルシューティ
ングセクションを参照してください。より詳細な情報が必要な場合は、サポートウェブ
サイト「http://support.wd.com」にアクセスしてナレッジベースでさらに検索してくださ
い。

ドライブのインストール、パーティション作成、およびフォーマット

*FAT32ファイル システムでは各ファイルの最大のサイズは 4 GBであり、Windowsでは
32 GBより大きいパーティションは作成できません。ドライブを再ォーマットして FAT32
で 32GB を超えるパーティションを作成する場合は、External USB/FireWire FAT32
Formatting Utilityをhttp://support.wd.com/product/downloadからダウンロードしてくだ
さい。

Windows のユーザーは、Windows ディスク管理ユーティリティ、あるいはサードパー
ティソフトウェアを使ってドライブをNTFSに再フォーマットすることファイルサイズの
制限を克服できます。詳細については、以下を参照してください。

• http://support.wd.comの回答 ID 291 

• support.microsoft.com の 記事 ID 314463 および # 184006

• 適正なサードパーティソフトウェア説明書あるいはサポート団体

よくある質問
Q: ドライブがマイコンピュータやコンピュータのデスクトップに表示されないのはな
ぜですか ?

A: システムにUSB3.0、またはUSB2.0PCIアダプタカードが装着されている場合、WD製
USB3.0外付けストレージ製品を接続する前にドライバがインストールされているこ
を確認してください。USB3.0 または USB2.0 ルートハブとホストコントローラの
ドライバがインストールされていないと、ドライブは正しく認識されません。イン
ストール手順については、アダプタ カードの製造元にお問い合わせください。

方法 Answer ID

•   Windows (8、7、Vista、XP) および Mac OS X で WD ドライブのパー
ティション作成やフォーマットする

3865

•   Mac OS X GPT パーティションを Windows XP で NTFS パーティショ
ンに変換する

3645

•   Mac OS X GPT パーティションを Windows 7 または Vista で NTFS 
パーティションに変換する

3647

•   WD製品用のソフトウェア、ユーティリティ、ファームウェアアップ
デート、ドライブをダウンロード（ダウンロードライブラリから）

1425

•   FAT32* で WD外付けハード ドライブをフォーマットする（Windows 
および MAC OS X）

291
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Q: コンピュータを起動する前に USBドライブを接続したとき、PCが起動しないのはな
ぜですか ?

A: システム設定によっては、コンピュータがWD製外付けUSBドライブから起動しよう
とする場合があります。システムのマザーボード BIOS 設定のマニアルを参照して、
この機能を無効に設定してください。あるいは、http://support.wd.com にアクセス
して、ナレッジベースの回答 ID 1201を参照してください。外付けハードドライブの
起動については、システムのマニュアルを参照するか、システムの製造元に問い合わ
せてください。

Q: データ転送レートが遅いのはなぜですか ?
A: USB 3.0、または USB 2.0アダプタカードのドライバが正しくインストールされてい
ないか、またはシステムが USB 3.0、または USB 2.0 に対応していないためにシス
テムが USB 1.1の速度で動作している可能性があります。

Q: システムが USB 3.0、または USB 2.0に対応しているかどうかは、どうやったらわか
りますか ?

A: USBカードの説明書を参照するか、USBカードの製造元にお問い合わせください。

ご注意：  USB3.0、または USB2.0 コントローラがシステムのマザーボードに内蔵され
ている場合は、そのマザーボード対応のチップセットを必ずインストールしく
ださい。詳細に関しては、マザーボードまたはシステムのマニュアルを参照し
てください。

Q: USB3.0、またはUSB2.0デバイスをUSB1.1ポートまたはハブに差し込むとどうなり
ますか ?

A: USB 3.0およびUSB 2.0はUSB1.1と下位互換性があります。USB1.1ポートまたはハ
ブに接続すると、USB3.0、または USB2.0 デバイスは USB1.1 の最高速度 12Mbps
で動作します。

ご使用のシステムに PCI Expressスロットが装備されている場合、PCI Expressアダ
プタを装着して USB転送レートを向上させることができます。取り付け手順および
詳細は、カードの製造元にお問い合わせください。

http://support.wd.com
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SES ドライバのインストール
WD ソフトウェアをインストールしない場合、ドライブをコンピューターに接続するた
びにハードウェアポップアップウィザードが表示されないようにするために、Windows
コンピューターに SES（SCSI Enclosure Services）ドライバをインストールしておく必
要があります。

ご注意：  SES ドライバは、WD ソフトウェアをインストールする際に自動的にインス
トールされます。

この章では以下のトピックについて説明します。
Windows XPコンピュータにインストールする
Windows Vistaにインストールする
Windows 7とWindows 8コンピュータにインストール

Windows XPコンピュータにインストールする
p. 6の図 3 に示すように、ドライブを接続すると、[新しいハードウェアの検出ウィザー
ド ] 画面が表示されます。

ご注意：  自動再生が有効になっている場合、［新しいハードウェアの検出ウィザード］画
面と同時に 2つの追加の画面が表示される場合があります。表示された場合は、
これらの画面は閉じてください。

［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面を使用して、以下のいずれかの方法で SES
ドライバをインストールできます。

•   コンピュータがインターネットに接続されている場合は自動的にインストール
•   コンピュータがインターネットに接続されているかどうかに関係なく、手動でイ
ンストール

ドライバを自動的にインストール
SES ドライバを自動的にインストールするには、コンピュータをインターネットに接続
する必要があります。

1.  コンピュータがインターネットに接続されていることを確認します。
2.   ［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面で、［はい、今回のみ接続します］を選
択して、Windows XPがWindows Updateに接続できるようにします。

1A
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3.   ［次へ］をクリックします。

4.   ［ソフトウェアを自動的にインストールする］を選択して、［次へ］をクリックします。

5.   インストールが完了したら、［完了］をクリックします。
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ドライバを手動でインストール
コンピュータがインターネットに接続していない場合は、ドライバを手動でインストー
ルできます。

1.  ［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面で、［いいえ、今回は接続しません］を
選択し、Windows Updateへの接続を行わないようにします。

2.   ［次へ］をクリックします。

3.   ［一覧または特定の場所からインストールする］を選択し、［次へ］をクリックします。

4.   ［マイコンピュータ］を参照し、以下の手順を実行します。

a. My Bookドライブをダブルクリックします。

b.［Extras］フォルダをダブルクリックします。

c. WD SESデバイスドライバを選択します。
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d.［次へ］をクリックします。

5.   インストールが完了したら、［完了］をクリックします。
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Windows Vistaにインストールする
p. 6の図 3 に示すように、ドライブを接続すると、[新しいハードウェアの検出 ] 画面が
表示されます。

ご注意：  自動再生が有効になっている場合、［新しいハードウェアの検出］画面と同時
に 2つの追加の画面が表示される場合があります。表示された場合は、これら
の画面は閉じてください。

［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面を使用して、以下のいずれかの方法で SES
ドライバをインストールできます。

•   コンピュータがインターネットに接続されている場合は自動的にインストール
•   コンピュータがインターネットに接続されているかどうかに関係なく、手動でイ
ンストール

ドライバを自動的にインストール
SES ドライバを自動的にインストールするには、コンピュータをインターネットに接続
する必要があります。

1.  コンピュータがインターネットに接続されていることを確認します。
2.   ［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面で、［ドライバソフトウェアを検索して
インストールします］をクリックします。
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3.   ［新しいハードウェアの検出 – WD SES］画面で、［はい、今回のみオンラインで検索
します］をクリックし、Windows VistaがWindows Updateに接続できるようにします。

Windows Vistaは自動的に以下を行います。

•   Windows Updateに接続
•   SESドライバを検出、ダウンロード、およびインストール
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ドライバを手動でインストール
コンピュータがインターネットに接続していない場合は、ドライバを手動でインストー
ルできます。

1.  ［新しいハードウェアの検出ウィザード］画面で、［ドライバソフトウェアを検索して
インストールします］をクリックします。

2.   ［新しいハードウェアの検出画面 – WD SES］画面で、［いいえ、今回は接続しません］
を選択します。

3.   インストールの際、WD SESデバイスに付属のディスクを挿入するように促された場
合、［ディスクはありません］をクリックします。［他の方法を試します］オプション
をクリックします。
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4.   ［コンピュータ］を参照し、以下の手順を実行します。

a. My Bookドライブをダブルクリックします。

b. ［Extras］フォルダをダブルクリックします。

c. WD SESデバイスドライバを選択します。
d. ［次へ］をクリックします。

5.   インストールが完了したら、［閉じる］をクリックします。
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Windows 7とWindows 8コンピュータにインストール
p. 6の図 3 に示すようにドライブを接続した後、Windows Computer Management ユー
ティリティを使用して SES ドライバをインストールします。

1.  ［すべてのプログラム］を開いて、［コンピューター］>［管理］をクリックします。

2.   ［コンピューターの管理（ローカル）］で、［デバイスマネージャ］>［他のデバイス］
をクリックし、［ドライバソフトウェアの更新］を右クリックします。
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3.   ［コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します］をクリックします。

4.   コンピューターを参照し、My Book ドライブをダブルクリックし、［Extras］フォル
ダーをダブルクリックし、そしてWD SESデバイスドライバを選択します。

5.   ［次へ］をクリックします。

6.   インストールが完了したら、［閉じる］。
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遵守および保証情報
この章では以下のトピックについて説明します。
規制遵守
環境基準の遵守（中国）
保証情報（オーストラリア /ニュージーランドを除くすべての地域に適用）
保証情報（オーストラリア /ニュージーランドのみに適用）

規制遵守

FCCクラス B情報
このデバイスは次の条件で動作します。

•   このデバイスが有害な干渉の原因となってはならない。
•   このデバイスは望ましくない動作の原因となる、受信されるいかなる干渉も受け
とらなければならない。

このデバイスは FCC規定のパート 15に従い、クラス Bデジタルデバイスの制限に対し
てテストされ、それに適合していることが確認されています。れらの制限事項は、住宅
地域での設置において有害な電波障害に対し妥当な予防策を与えるよう設計されていま
す。このデバイスはラジオ周波数エネルギーを発生、使用し、それを放射する可能性が
あり、そして指示通りに取り付けられ、使われない場合、ラジオ、テレビまたは通信の
受信対して、有害な干渉の原因となることがあります。しかしながら、特定の設置条件
で干渉が起きないという保証はありません。機器を断続的にン /オフすることによって、
ラジオまたはテレビの受信に有害な干渉を及ぼした場合は、次の複数の手段によって干
渉を修正することが推奨されす。

•   受信アンテナの方向を変えたり、配置を変える。
•   機器と受信機の距離を大きくする。
•   受信機が接続されているコンセントとは異なる回線のコンセントへ機器を接続する。
•   ご質問がある場合は、販売店または熟練したラジオ / テレビ技術者にご相談くだ
さい。

WD が明示的に承認していない変更または修正を行うと、この機器を操作するユーザー
の権限が無効になる場合があります。

ICES-003/NMB-003宣言
Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme ICES-003 du Canada.

このデバイスは Canadian ICES-003クラス Bに準拠しています。

安全準拠
アメリカおよびカナダで承認済み。CAN/CSA-C22.2 No. 60950-1, UL 60950-1:情報技術
機器の安全性。

Approuvé pour les Etats-Unis et le Canada. CAN/CSA-C22.2 No. 60950-1, UL 60950-1 : 
Surete d'equipement de technologie de l'information.

1B
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ヨーロッパ CE遵守
CEマークが表示されている場合、このシステムが、EMC指令 (2004/108/EC)、および低
電圧指令 (2006/95/EC) など、適用 EU理事会指令に準拠していることを示します。適用
指令に基づく「準拠の EU宣言」は、Western Digital Europeによって作成され、保管さ
れています。

KC告知（韓国のみ）

環境基準の遵守（中国）

保証情報（オーストラリア /ニュージーランドを除くすべての地域に
適用）

サービスを受けるには
WDは、お客様のビジネスを大切にし、常に最高のサービスの提供に努めております。こ
の製品に保守が必要な場合は、製品を最初に購入なさった代理店に連絡するか、または
弊社のサポートウェブサイトである http://support.wd.com/warranty/policy.aspをご覧に
なり、サービスを受ける方法または返品許可 (RMA) について詳細をお調べください。製
品に欠陥があると確認された場合、RMA 番号が出され、製品を返品する手順が通知され
ます。許可されていない返却（つまり RMA番号が発行されていないもの）は、お客様負
担でそちらに返送されす。許可された返却は、承認された発送用コンテナに入れられ、前
払いで保険を掛け、返却書類に示されている住所に宛ててください。元の箱よび梱包素
材は WD 製品を保存あるいは発送するために保管しておいてください。保証期間を確定
するために、http://support.wd.com/warranty/policy.asp で保証の有効期限をお調べくだ
さい（シリアル番号が必要です）。WD は、いかなる理由においても、損失したデータ、
損失したデータの回復、あるいは製品に含まれていたデータについて責任を負いません。

기종별 사용자 안내문

B 급기기
(가정용방송통신기자재)

이기기는가정용（B 급) 전자파적합기기로서주로
가정에서사용하는것을목적으로하며, 모든지역에
서사용할수있습니다

(Pb) (Hg) (Cd)

(Cr (VI)) (PBB) (PBDE)

(4)

(4 pcs)

(4 pcs)

PCBA

X

USB

EMI 

O: 

SJ/T11363-2006 

X
ST/T11363-2006

“X”

http://support.wd.com/warranty/policy.asp
http://support.wd.com/warranty/policy.asp
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限定保証
WD は、通常の使用に供された場合、以下に規定する期間内、材質においても仕上がり
状態においても本製品に欠陥が生じないこと、また本製品が WD の仕様に合致するもの
であることを保証します。WD 製品をお買い求めになった国によって保証期間が異なり
ます。限定保証の期間は、法律で義務けられている場合を除き、北米と中南米では 3 年
間、ヨーロッパ、中東、アフリカでは 3年間、アジア太平洋地域では 3年間となってい
ます。お客様の製品保証期間は、正規販売店または正規再販業者の領収書に記載された
購入日より開始します。製品が WD から盗取されたものであると断定さた場合、または
次の場合、WDは責任を負いません。当該故障が a) 存在しない場合、b) WDが製品を受
け取る前に生じた損傷のために適切に修正できない場合、または c) 不正な使用、不適切
な取り付け、改変（ラベルの取り外しまたは消滅および外部エンクロージャの開封また
は取り外しを含むただし、制限されたユーザーサービス可能製品リストに製品がある場
合、および特定の改変が http://support.wd.com/warranty/policy.aspにある該当手順の範
囲内にある場合は除く）が行われたか、または WD 以外の者による事故または不注意な
取り扱いの場合。前述の制限事項によて異なりますが、前述の保証期間内における
WD の判断による製品の品の修理または交換が、お客様の唯一かつ排他的な保証となり
ます。

前記の限定保証が WD の唯一の保証であり、新品として販売された製品にのみ適用され
ます。ここで提供される救済は、明示、黙示または法定かをわず、a) 市販性、特定の目
的との適合性に関する黙示の保証を含む（ただし必ずしもこれらに限らない） 他のすべて
の救済と保証に取って代わるのであり、b) この製品の購入、使用、性能との関連から生
じた、偶発的、派生的、または特別な損害、財務的な損失、利益の喪失、データの喪失
（ただし必ずしもこれらに限らない）に対して一切責任を負いません。これは、WD が、
あらかじめそのような損害が生じる可能性を知らされていた場合でも同 様です。アメリ
カのいくつかの州では付随的または結果として生じる損害の制限を許容せず、そのため
に上記の制限がお客様に適用されない場合があります。この保証はお客様に特定の法的
権利を与えますが、お客様には州ごとに異なるその他の権利があるかもしれません。

保証情報（オーストラリア /ニュージーランドのみに適用）
本製品保証のいずれの事項も、オーストラリア競争・消費者法またはニュージーランド
消費者保証法に基づくお客様の法的権利を変更したり排除たりするものではありませ
ん。本製品保証には、製品保証の請求を解決するために WD が最も推奨する方法が記載
されています。それは全当事者にとって迅速かつ簡便な方法となると考えられます。

本製品に関しては、法律上明示的か黙示的かを問わず、本製品保証以外にいかなる保証
（商品販売法記載の保証を含みますが、これらに限定されせん）も適用されません。お客
様がニュージーランドで業務のために本製品を購入した場合、ニュージーランド消費者
保証法の適用外であるこを認めこれに同意したことになります。オーストラリアでは、
オーストラリア消費者法で排除し得ない保証が当社製品に適用されます。お客様は、重
大な瑕疵については交換もしくは返金を、また、その他合理的に予測可能な損失もしく
は損害に対しては補償を、それぞれ求める権利がありす。また、商品が合格品質に達し
ていないが、その欠陥が重大な瑕疵には相当しない場合、お客様はその商品を修理もし
くは交換させることがきます。主たる欠陥を構成する事項についてはオーストラリア消
費者法に定めるものとします。

http://support.wd.com/warranty/policy.asp
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サービスを受けるには
WDは、お客様のビジネスを大切にし、常に最高のサービスの提供に努めております。万
が一本製品に問題が発生した場合は、返品される前に弊社でお問い合わせをお願い致し
ます。テクニカルサポートに関するご質問の多くは、弊社のナレッジベースまたはメー
ルでのサポートサービス (http://support.wd.com) でお答えすることができます。回答が
得られない場合、またご希望によっては、本冊子冒頭に記載された電話番号で WD にお
問い合わせくださ。

製品保証を求める場合は、本製品の購入先である販売業者にまずご連絡ください。当該
販売業者と連絡が取れない場合は、弊社のサポートウェサイトである
http://support.wd.comをご覧になり、サービスを受ける方法または返品許可（RMA）に
ついて詳細をお調べください。製品に欠陥があると確認された場合、RMA 番号が出され、
製品を返品する手順が通知されます。許可されていない返却（つまり RMA番号が発行さ
れていないもの）は、お客様負担でそちらに返送されす。許可された返却は、指定どお
りの梱包で、前払いで保険を掛け、お客様の RMA番号とともに提供される住所に宛てて
ください。本製品保証にづいて、お客様より適正な請求を受領後、WD または本製品購
入先の販売業者が、お客様の請求が有効であると判断した場合、WD または当該業者は
の裁量により、本製品を修理するか、同等もしくはより良い製品と交換するか、もしく
は本製品の代金をお客様にお返しします。本製品保証に基づく請求に係る一切の費用は
お客様の負担となります。本製品保証によりお客様に提供される便宜は、オーストラリ
ア競争・消費者法またはニュジーランド消費者保証法に基づきお客様が求めることがで
きるその他の権利および救済方法に追加されるものです。

元の箱および梱包素材は WD 製品を保存あるいは発送するために保管しておいてくださ
い。保証期間を確定するために、http://support.wd.comで保証の有効期限をお確かめく
ださい（シリアル番号が必要です）。

Western Digital Technologies, Inc.
3355 Michelson Drive, Suite 100
Irvine, California 92612
メール :support@wd.com

製品保証
WD は、通常の使用に供された場合、以下に規定する期間内、材質においても仕上がり
状態においても本製品に欠陥が生じないこと、また本製品が WD の仕様に合致するもの
であることを保証します。法律に別段の規定がある場合を除き、オーストラリアおよび
ニュージーランドにおけるお客様の品保証期間は 3年間です。お客様の製品保証期間は、
正規販売店または正規再販業者の領収書に記載された購入日より開始します。本製品保
証の用を受け、本製品保証の開始日を確定するには、購入を証明するものが必要です。製
品保証サービスは、本製品が、正規販売店、正規再販業者たは WD による当初の本製品
出荷先である地域 WD 返品センターに返品されて初めて提供されます。WD は、自由裁
量により購入に関する保障延長サービスを提供する場合があります。WD は、本製品が
以下に該当すると判断した場合、返品された本製品についていかなる責も負わないもの
とします (i) 本製品が正規販売店または正規再販業者から購入した商品でない場合、
(ii) WDの仕様や指示にしたがって使用しなかった場合、(iii)想定外の目のために使用した
場合、もしくは (iv)製品が WD から盗まれたものであると WD が断定した場合、または
主張された欠陥が a) 実際にはない場合、b) WDが製品を受け取る前に生じた損傷のため
に、適切に修正できない場合、または c) 不正な使用、不適切な取り付け、改造（これに
は挿入枠を含むラベルの取り外しや消去および外部エンクロージャの開封または取り外

http://support.wd.com
http://support.wd.com
http://support.wd.com
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しが含まれます。製品が限定ユーザーサービス可能な製品リストにある場合、かつ特定
の改変が該当マニュアル（http://support.wd.com掲載）の許容範囲内である場合は除き
ます）が行われたか、事故またはWD以外の者による不注意な取り扱いが行われた場合。

製品は複雑で壊れやすいものであり、(A)誤った取扱い、高温、低温、湿気への曝露、停
電等（ただしこれらに限定されません。）の外的要因、まは (B) 内部の瑕疵により、誤作
動することがあります。このような誤作動により、データの損失、破損、抹消または改
変が生じることがあります。原因のいかんを問わず、データの損失、破損、抹消もしく
は改変に対する、また［かかる］損失、破損、抹消もしくは改変に備えるためのデー・
バックアップおよび保護対策に対する責任は、お客様が負うものとします。WD の一般
的なサービスおよびテクニカルサポートをご利用になる場合、お客様が製品上のすべて
のデータを継続的にバックアップし、事前にバックアップを完了しておくことに同意し
ます。

オーストラリアでは、本製品が個人、家庭もしくは家事での使用または消費を目的とし
て通常取得されたものではない場合、WD は、本製品を交換、または同等もしくはより
良い本製品を提供する責任に関し、公正かつ合理的な範囲で制限を設けております。

修理または交換した本製品の製品保証期間は、当初保証の残余期間、または修理・交換
製品出荷日から 90日間のうち、いずれか長い方まで延長さます。前記の製品保証がWD
の唯一の保証であり、新品として販売された製品のみに適用されます。

GNU一般公衆利用許諾契約書（GPL）
本製品に組み込まれたファームウェアには、Western Digital のエンドユーザー使用許諾
契約ではなく、GPLまたは劣等一般公衆利用許諾契約書（「LGPL」）（総称して「GPLソ
フトウェア」）で許諾されたサードパーティ著作権付きソフトウェアが含まれている場合
があります。GPLに従い、該当する場：1) GPLソフトウェアのソースコードは、
http://support.wd.com/download/gplから無料でダウンロードできます。または、
http://support.wd.com/download/gplから、あるいは購入された日から 3年以内にカスタ
マーサポートに連絡することによってCDを通常価格で入手可能です。2) GPLソフトウェ
アは再使用再頒布および、改変が可能です。3) GPLソフトウェアに関しては、適用され
る法律によって許容される範囲となり、保証はありません。また、4) GPLのコピーは、
http://www.gnu.org、および http://support.wd.com/download/gplから入手できる場合も
あります。

オープンソースソフトウェアを含むがこれに限定されないソフトウェアの変更または改
ざんは、もっぱらお客様ご自身のリスクで実行されるものします。Western Digitalは、そ
のようないかなる変更あるいは改ざんにも責任を負いません。Western Digital は、
Western Digital によって提供されたソフトェアを変更したりあるいは変更を試みたりし
た製品のサポートは行いません。

http://support.wd.com
http://support.wd.com/download/gpl
http://support.wd.com/download/gpl
http://www.gnu.org
http://support.wd.com/download/gpl
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